
今後重点的に取り組むべき技術分野 
（整理案） 

 
平成２６年３月２５日 

事務局 

資料１３－３ 



○ 「今後重点的に取り組むべき技術分野」について、構成員からご提案
をいただいた様々な技術について中間まとめを行い、前回会合のおい
てご議論をいただいたところ。 

○ 当該議論を踏まえた上で、「サービス実現のために、どのような技術
を実現する必要があるか」について、マトリクス形式で整理（いわば「取り
組むべき技術マップ」に相当） 

○ 最終答申に向け、「どの技術に重点的に取り組んでいくべきか」につ
いて、ご議論を賜りたい。 
 （本日ご議論をいただくとともに、「どのマスに重点的に国費を投入す
べきか」について、次回会合までに各構成員からご投票をお願いした
い） 

今後重点的に取り組むべき技術分野の整理について 1 



マトリクスの構造 

資料１２－３における記載 
当該技術にかかる
国の取り組み（基礎
技術の研究開発に
ついては、領域を問
わず、国としての支
援・国立研究開発
法人による取り組
みが必要） 

中間答申におけるパイロットプロジェクト 

Ⅰ 災害を未然に防ぐ技術 

技術 
分野 
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技術 
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個々の技術領域の概観 
（６技術分野毎に別ページ） 

国の取り組みの 
考え方を記載 

「実現すべきこと」ごとに、「個々の技術」で何を達
成すべきかを記載（４プロジェクト毎に別ページ） 「実現すべきこと」

の概略 

どのようなことが
できるようすべき
かを記載 

「実現すべきこと」
を実現するため
に、個々について、
何を達成すべき
か（どのような発
展が必要か）を記
載 

個々の技術につ
いて、国がどのよ
うな取り組みを行
うべきかを記載 

個々の技術の 
技術トレンド 
（資料１２ー３の
要約） 
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⑥ 情報セキュリティ（ユーザー認証などを含む、安心・安全なＩＣＴの実現） 

（参考）技術分野の整理 

① 情報の取得 
  各種センサ（画像・温度・圧力・ 
  電力・時刻など）、保存済みデータ等 

② 情報の符号化・復号化  所与の情報の抽出、圧縮、暗号化や匿名化、抽象化など 

③ ネットワーク 

④ 処理・分析・制御・蓄積等 
  伝送・保存された情報を集約・解析し、有意な情報に変換 

コア・バックボーン 光通信技術 

アクセス  無線アクセス技術 光アクセス技術 

宅内・施設内 機器間無線通信 機器＝施設間無線通信 有線通信 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

制
御
技
術 

⑤ 提示 
  直接的提示（ディスプレイ、スピーカー、ロボットなど） 
  間接的提示（温度調節など広義のロボット） 
   

ＩＣＴによる、多様なサービスが実現 
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ａ）多種多様なセンサーによる
インフラの管理

ｂ）自然災害の発生のリアルタ
イムの把握

ｃ）的確な避難誘導の実現
ｄ）オンデマンドなサービス提
供を実現するニーズ把握

ｅ）ライフログ解析による、必
要なサービスの適時提供

ｆ）様々な情報を、誰にも、わ
かりやすく提供

… ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによる健
康的な生活の持続

… ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

 あらゆる構造物に多種多様
なセンサーを設置し、劣化状
況等をリアルタイムに把握。
効率的かつ合理的な維持管
理を実現

・多様な気象情報をリアルタイ
ムかつ稠密に収集。気象災
害に備えるとともに、天候を
踏まえた農作業のアドバイス
など、気象状況に合わせた社
会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避難に
必要な情報の収集を通じた、
災害時の的確な避難誘導

 ニーズに応じたオンデマン
ドな乗り合い交通手段
・デジタルサイネージやユー
ザー保有端末への適時の情
報提供

・ 日々の買い物や移動など
の記録（ライフログ）の適切な
者への適切な提供による、便
利で快適なサービス享受の
実現

・臨場感の高い情報の提示
・自動翻訳や自動要約によ
り、受け手にわかりやすい情
報の提示

 高齢者が自宅を含め、どこ
からでも、どこへでも社会参
画できる、極めて臨場感の高
い（超高精細、３D、触覚通信
などを実現した）テレワーク環
境の整備

 医療機関や介護施設など
が、在宅者の体調を、遠隔か
らリアルタイムに把握可能と
するセンサー群及び分析シス
テムの提供
在宅医療を実現する、遠隔
診断システム（可能であれば
遠隔診療システム）の提供

 脳情報通信技術などによ
る、効果的なリハビリテーショ
ン医療の提供

 交通インフラの状況（交通
量、信号の状況や通行の可
否、路面の状況など）につい
てリアルタイムに把握し、歩行
者や自動車などに、必要な情
報を即時に提供

 歩行者や自動車は、それぞ
れの位置や取っている（取る
予定である）行動にかかる情
報を、周囲の歩行者や自動車
に提供
・事故に繋がる危険性がある
場合には、車の自動停止など
の回避行動を自動的に実施

 自動車は、提供された情報
や、自らに搭載されたセン
サーによる情報を元に、速度
や進行方向などを自律的に
決定（自動運転の実現）

既存のセンサー

・画像素子については、すで
に素子のサイズが光の波長
と同程度に（小型化の限
界）。今後は、多素子化、色
空間の高分解能化、高感度
化や波長域の拡大（近赤外、
遠赤外や紫外）など、人の目
の代わりではなく、センサー
として発展
・その他、音響、温度、気圧、
振動、湿度、粒子（ＰＭ２．５
やほこり、花粉など）など、多
種多様なセンサー素子が存
在。これらについても、小型
化、省電力化などが進展
・これらがウェアラブルになる
ことで、人の健康データにつ
いてもリアルタイム収集が容
易に

・センサーそのものの開発に
ついては、民間の取り組み
が主
・実証実験を通じた要求仕様
の明確化など、システムの利
用者として、国等が主体的取
組みをすることを期待

－ － －

新たなセンサー

・表情の分析や脳情報の測
定などにより、サービスが利
用者の期待に沿って提供さ
れているか分析可能に

・国がシステムの利用者とな
る場合には、実証実験を通じ
た要求仕様の明確化など主
体的取組みをすることを期待

－ －
・臨場感の高い情報（超高精
細映像、立体映像など）を取
得する新たなセンサー

センサーシステ
ム

・位置情報システムについて
は、ＧＰＳや実用準天頂衛星
システムだけでなく、無線ＬＡ
Ｎ等の電波を利用するもの、
電波の反射を利用するもの
など、多種多様なシステムが
実現
・併せて、相対的な位置を測
定するレーダについても、よ
り精緻な位置情報や移動状
況、測定対象の状況など、多
様な情報の把握の実現
・多様なシステムにより把握・
蓄積された情報が、ビッグ
データとして解析されること
で、様々な状況の把握の実
現

・準天頂衛星システムのよう
に、社会の共通基盤となるシ
ステムについては、国がサー
ビス提供者になることもある
・国がシステムの利用者、
サービスの提供者となる場
合には、実証実験を通じた要
求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待

・インフラの状況を総合的に
把握可能とする、多数のセン
サーのシステム化

・社会に多数存在する多様な
デバイスの情報と位置情報を
紐付け、センサーデータとして
活用し、一つのシステムとして
運用可能に
・多数のレーダなどを組み合
わせることによる、観測の高
精度化、高頻度観測化

・平時に別目的で用いている
センサー（防犯カメラなど）の
情報を集約し、状況把握に活
用

・位置情報システムは、ＧＰＳ
などのグローバルなものだけ
でなく、建物内に設置された
無線ＬＡＮの受信強度などに
局所的な手段など、多様化

－ －

・一般の画像情報だけでなく、
可視光以外の画像情報や利
用者の位置情報を組み合わ
せ、利用者の行動を収集する
センサーシステム

・画像センサーや、スイッチ類
の操作記録など、利用者の様
子の把握に利用可能な機器
類をマネージメントするシステ
ム

・多様なセンサーをマネージメ
ントするシステム

・それぞれの装置が自ら発す
る情報と、車載センサーや観
測カメラなどで集められた情
報を集約し、ひとつのシステ
ムとして運用

同左 同左

新たな人→機
器への入力イン
ターフェイス（指
示機構）

・会話や動作など、より自然
なアクションで機器への指示
ができる、多種多様なイン
ターフェイスの実現

・国がシステムの利用者とな
る場合には、実証実験を通じ
た要求仕様の明確化など主
体的取組みをすることを期待

・可搬型センサーの操作にか
かる、自然なインターフェイス
の実現

－

・避難所情報など、人による
入力が必要な情報の入力容
易化及び入力ミスを気付きや
すくする仕組みの提供

・ウェアラブル端末による様々
なバイタルデータや、カメラ画
像などによる「感情」の利用
・位置情報そのものを指示と
しての利用（タクシー乗り場へ
の一定時間の滞在など）

－ －
・遠隔地で利用者の行動を再
生するために必要な情報を収
集するセンサー

－ －
・人や車の行動や位置そのも
のも、指示機構として利用

同左 同左

大容量のデータ
から必要な情報
のみを抽出す
る、認識技術

・画像認識による、人物像や
文字、標識等の抜粋、人や
物の状態の認識

・民間の取り組みが主

・画像等のセンサーデータか
らの、インフラの老朽化状況
等にかかる情報（傷の場所、
大きさ、深さなど）の抽出

・画像等のセンサーデータか
らの、有意な情報（雲や有視
界距離など）の抽出

・防犯カメラ等のデータから、
大まかな人の流れの抽出
・鉄道などの運行情報や道路
の渋滞状況などからの、避難
誘導に必要な情報の抽出

・表情などからの感情情報の
抽出
・視線情報などからの、注目
している対象の抽出

－ －

・一般の画像情報だけでなく、
可視光以外の画像情報や利
用者の位置情報を組み合わ
せ、利用者の行動を認識

・画像センサーや、スイッチ類
の操作記録などから、利用者
の行動を類推
・バイタルデータから、緊急を
要する特徴的なデータの自動
抽出

－
・車載カメラから、標識や他の
車、歩行者、路面の状況など
を認識

同左 同左

小容量のデータ
を束ね、効率的
に伝送する技
術

・情報のリアルタイム性を踏
まえつつ、情報を（通信、エネ
ルギー両面から）効率的に伝
送

・通信システムとの整合性が
求められることから、標準化
が肝要であり、標準化活動
への国の支援が望ましい

・センサーデータを集約の上、
散発的に伝送

同左 同左 － － － －
・バイタルセンサーのデータ
を、利用者が身につける情報
集約装置へ、効率的に伝送

－

・車という高速で移動するモノ
にかかる情報であることを前
提にした、リアルタイム性の高
い情報収集

同左 同左

ニーズに応じた
圧縮技術

・８ｋ映像を代表とする、膨大
な情報量を持つ映像や画像
（立体映像を含む）の高圧縮
技術の実現
・ビッグデータ解析などに適
用可能な、可逆性の高い圧
縮技術の実現
・センサーの発達に伴い、可
視光以外も念頭に置いた圧
縮技術の実現

・無線通信を前提とした場
合、周波数資源の効率的利
用に資することから、国プロ
としての取組みもありうる
・標準化が必須の領域であ
り、標準化活動への国の支
援が望ましい

・有意な圧縮率を持ちつつ
も、分析に必要な情報は潰さ
ない圧縮

同左 － － －
・膨大な情報量を持つ、映像
や画像（立体映像含む）、音
声情報の高圧縮技術

・膨大な情報量を持つ、映像
や画像（立体映像含む）、音
声情報の高圧縮技術
・「人の行動」という新たな情
報の符号化及び圧縮

・バイタルセンサーの情報に
ついて、体調を把握する上で
必要な情報を潰さないように
圧縮

・多様なセンサーの情報を、
分析に必要な情報を潰さない
ように圧縮

・車という高速で移動するモノ
にかかる情報であることを前
提にした、リアルタイム性の高
い圧縮技術

同左 同左

情報の種別に
応じて、適切
に、暗号化・匿
名化を行う技術

・アクセス制御を含め、情報
要求元に応じて適切な情報
を提供
ＴＰＯに応じた暗号化

・社会の要求水準と比して、
利用可能な技術水準が劣る
場合、国プロとしての取組み
もありうる

・悪意の者にセンサーデータ
を窃取されないためのアクセ
ス制御、暗号化

同左 同左

・利用者が提供を同意した情
報のみを、同意先に限って提
供（当該同意について、利用
者が理解しやすく、かつ簡便
に実施）

同左 －

・利用者が提供を同意した情
報のみを、同意先に限って提
供（当該同意について、利用
者が理解しやすく、かつ簡便
に実施）

・利用者が提供を同意した情
報のみを、同意先に限って提
供（当該同意について、利用
者が理解しやすく、かつ簡便
に実施）
・「体調」という極めてセンシ
ティブな個人情報を扱うことか
ら、他の領域に比して極めて
レベルが高いアクセス制御が
必要

・利用者が提供を同意した情
報のみを、同意先に限って提
供（当該同意について、利用
者が理解しやすく、かつ簡便
に実施）
・「脳情報」や「リハビリ」という
極めてセンシティブな個人情
報を扱うことから、他の領域
に比して極めてレベルが高い
アクセス制御が必要

・悪意の者にセンサーデータ
を窃取されないためのアクセ
ス制御、暗号化

同左 同左

利用者の状況
に応じた、情報
の集約や、提示
方法、提示先の
自動選択

・利用者が必要な情報を、そ
の必要度に応じて、提示方
法や提示先を選定
・膨大な情報を、利用者によ
りわかりやすく提示すべく、
情報の集約やレイアウトを実
施

・デファクトスタンダードによ
り、多様なサービスに多大な
影響を及ぼす可能性が高い
領域であり、集中的な支援が
あり得る

・膨大なセンサーデータの集
約的な情報提示

・複合的な気象情報の横断的
な提示

・多種・多様な情報から、情報
を提示する場所や、被災者の
状況に応じて、必要な情報を
抽出して提示
・被災者のプロパティに応じ
た、情報の自動変換（翻訳
や、情報の簡素化など）

・利用者の状況に応じて、サ
イネージやユーザー保有端末
を適切に選択した情報提示

－
・利用者の属性に応じて、自
動翻訳や自動要約による情
報の変換

・利用者がまるで現地にいる
かのように感じられるよう、多
様な情報を、利用者の所在地
にある端末に応じて、選択し
て提示

－ －

・運転者や歩行者など、情報
提示に注目できない利用者
への情報提示であることを前
提とした、情報提示方法の選
択

同左（状況によっては、自動
操作が選択肢に追加）

同左（自動操作が選択肢に追
加）

比較的近接した
機器間での無
線通信技術

・無圧縮の８ｋ映像（毎秒１０
０ギガビット級）を伝送可能な
機器間通信の実現
・ウェアラブル端末（センサ含
む）間を接続する、省エネもし
くは高速通信に対応したボ
ディーエリアネットワーク技術
の実現

・所要の周波数割り当ての実
現
・割り当て可能な周波数大域
での実現の観点から、国プロ
としての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準
化が必須の領域であり、国
による支援が必要。

－ － －

・利用者の保有端末に、無圧
縮の動画などを伝送可能な、
超高速伝送技術
・ウェアラブル端末の情報を、
利用者もつ情報集約端末へ
伝送するボディーエリアネット
ワーク技術

－

・例えば無圧縮の８ｋ映像（毎
秒１００ギガビット級）などを、
復号化装置から提示装置へ、
又は撮像装置から記録装置
へと伝送する、超高速伝送技
術
・ウェアラブルな提示装置を
利用する場合のボディーエリ
アネットワーク技術

・複数の提示装置に対し、そ
れぞれ必要な情報を伝送す
る高速伝送技術
・ウェアラブルな提示装置、記
録装置を利用する場合のボ
ディーエリアネットワーク技術

・バイタルセンサーと利用者
が身につける情報集約装置
をつなぐボディーエリアネット
ワーク技術

－
・自動車内の多種・多量な情
報を効率的に集約する、ノイ
ズ体制の強い無線通信技術

同左 同左

機器とホーム
ゲートウェイ等
を接続するため
の無線通信技
術

・数ギガ～数十ギガｂｐｓ級の
無線ＬＡＮ技術（公衆アクセス
系も念頭）の実現
・長期間電池の交換が不要、
もしくは回収エネルギーのみ
で動作可能な、極めて低消
費電力な無線通信技術の実
現

・所要の周波数割り当ての実
現
・割り当て可能な周波数大域
での実現の観点から、国プロ
としての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準
化が必須の領域であり、国
による支援が必要
・国がシステムの利用者とな
ることが想定される場合に
は、その要求仕様実現のた
めに国プロとしての取組みも
ありうる。

・据付型センサーとゲートウェ
イを結ぶ、構造物の現状の定
期点検程度の期間メンテナン
スフリーとなる、極低消費電
力通信方式
・災害時でも重要なセンサー
の情報を収集可能とする堅牢
な通信方式

・センサーとゲートウェイを結
ぶ、比較的長時間メンテナン
スフリーとなるて、低消費電
力通信方式
・災害時でも重要なセンサー
の情報を収集可能と刷る堅牢
な通信方式

・情報提示装置（被災者所有
の端末など）とゲートウェイを
結ぶ、多数端末を同時認証可
能な通信方式

・利用者の保有端末とゲート
ウェイを結ぶ、多数端末を同
時認証可能な通信方式

－

・圧縮後でも膨大となる、臨場
感の高い映像・音声信号など
を複数伝送可能な、極めて高
速な無線アクセス通信技術

・圧縮後でも膨大となる、臨場
感の高い映像・音声信号など
を複数伝送可能な、極めて高
速な無線アクセス通信技術

－ －
・歩行者や道路等の情報を効
率的かつ廉価に収集するアク
セス系

同左 同左

多様な通信
ニーズを満たす
超高速アクセス
技術

・数ギガｂｐｓ級の無線アクセ
ス技術及び数十ギガｂｐｓ級
の光アクセス技術の実現
・高速な技術だけでなく、低
廉にユーザーを収容可能な
アクセス網技術も同時に発
展
・８ｋ映像による放送を実現
する、大容量放送方式の実
現

・所要の周波数割り当ての実
現
・割り当て可能な周波数大域
での実現の観点から、国プロ
としての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準
化が必須の領域であり、国
による支援が必要

・ゲートウェイと通信基地局等
を結ぶ、低廉なアクセス技術
・災害時でも重要なセンサー
の情報を収集可能とする堅牢
な通信方式

・同左（自然災害の把握の観
点から、例えば、遠洋におけ
る津波の観測データのリアル
タイム伝送の観点からを実現
する衛星通信技術を含む）

・ブロードキャスト機能などを
活用した、極めて多数の端末
への同時に情報提供可能な
通信方式

・廉価なアクセス網技術 －

・圧縮後でも膨大となる、臨場
感の高い映像・音声信号など
を、多数伝送可能な、極めて
高速なアクセス通信技術

・圧縮後でも膨大となる、臨場
感の高い映像・音声信号など
を、多数伝送可能な、極めて
高速なアクセス通信技術

－ －

・高速で移動する車の情報を
リアルタイムに収集するととも
に、必要な情報を車へ伝送す
る無線アクセス技術
・歩行者や道路等の情報を効
率的かつ低廉に収集する無
線アクセス技術

同左 同左

コア･バックボー
ン

・膨大な通信ニーズを満た
す、ファイバー１本当たり数Ｔ
ｂｐｓの超高速光通信技術

・国際標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要
・併せて、日本が強みを有す
る領域であり、国際競争力を
確保する観点から、引き続き
国プロとしての取組みもあり
得る

・極少量かつ極多量のパケッ
トを伝送可能な、超高速通信
技術
・災害時でも重要なセンサー
の情報を収集可能とする堅牢
な通信方式

・同左（自然災害の把握の観
点から、例えば、遠洋におけ
る津波の観測データのリアル
タイム伝送の観点からを実現
する衛星通信技術を含む）

・災害時でも、重要なセン
サーの情報を収集可能とし、
また重要な避難情報などを配
信可能とする堅牢な通信方式

・多様な情報をリアルタイムに
伝送できる、高速なコア･バッ
クボーン技術

－

・圧縮後でも膨大となる、臨場
感の高い映像・音声信号など
を、極めて多数伝送可能な、
テラｂｐｓ級の通信技術

・圧縮後でも膨大となる、臨場
感の高い映像・音声信号など
を、極めて多数伝送可能な、
テラｂｐｓ級の通信技術

－ －
・様々な情報をリアルタイム性
を持って伝送できる超高速通
信技術

同左 同左

ネットワーク制
御技術

・多様なアクセス網をシーム
レスに収容可能な有無線統
合ネットワーク技術の実現
・多様な通信需要（センサー
等小容量かつ多数の通信需
要と、動画配信等大容量か
つ比較的少数の通信需要な
ど）に対し、多様なネットワー
クを組み合わせることで、災
害時などでも、円滑に通信需
要に対応可能とする、ネット
ワーク仮想化技術の実現
・多様な通信方式に対応し、
シームレスに通信サービスを
提供するアクセスポイント技
術
・変動する通信需要に対応
するための、柔軟に容量の
変更ができるアクセス網設計
技術及び基地局制御技術の
実現

・国際標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要
・併せて、現状のインターネッ
トの技術の延長では、対応に
限界が見えつつあることか
ら、全く新しい方式を生み出
すことが求められており、民
間のみによる取組みでは対
応に限界があることから、国
プロとしての取組みもあり得
る。

・極少量かつ極多量のパケッ
トの経路制御が可能な、制御
技術
・災害時でも重要なセンサー
の情報を収集可能とする堅牢
な通信方式

同左

・災害時でも、重要なセン
サーの情報や避難誘導に必
要な情報を収集可能とし、ま
た重要な避難情報などを配信
可能とする堅牢な通信方式

・多種多様な情報が、リアルタ
イムに伝送できる柔軟性のあ
る通信方式

－

・膨大な情報を円滑に伝送で
きるよう、通信ニーズに応じて
伝送能力を振り分けられる、
柔軟性のあるネットワーク制
御技術

・膨大な情報を円滑に伝送で
きるよう、通信ニーズに応じて
伝送能力を振り分けられる、
柔軟性のあるネットワーク制
御技術

・少量のデータが、極めて多
数の地点から頻繁に送信され
ることに対応できるよう、通信
ニーズに応じて伝送能力を振
り分けられる、柔軟性のある
ネットワーク制御技術

－

・極めてリアルタイム性が高
く、相応に大容量かつ多数の
データを安定的に伝送でき
る、柔軟性のあるネットワーク
制御技術

同左 同左

情報の完全性、
可要性の確保

・クラウドコンピューティング
技術の発展により、情報の
保管場所を個々のサービス
利用者は意識することが不
要に
・災害時など、必要なときに
必要な情報が得られるよう、
保管場所の分散の自動化な
ど、情報の完全性を確保の
実現

・国がシステムの利用者、
サービスの提供者となる場
合には、実証実験を通じた要
求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋
なビジネスベースでは対応
困難な領域については、国
プロとしての取組みもあり得
る。

・災害時でも重要なセンサー
の情報を収集可能とする堅牢
な通信方式
・災害時でもインフラ維持管
理の機関から災害対応機関
に対し、インフラの状況につ
いて伝達可能な堅牢な通信
方式

・災害時でも重要なセンサー
の情報を収集可能とする堅牢
な通信方式
・災害時に災害対応機関と被
災地域とで双方向通信可能
な、堅牢の通信方式、又は至
急に通信経路を確保する通
信方式

・災害時でも、重要なセン
サーの情報や避難誘導に必
要な情報を収集可能とし、ま
た避難にかかる情報などを配
信可能とする堅牢な通信方式

－ － － －
・遠隔診断、遠隔診療を行う
場合、極めて完全性、可用性
の高い通信方式

－
・虚偽の情報により社会が混
乱するおそれがあることか
ら、高い完全性が要求される

・同左
・事故を未然に防ぐための情
報については、極めて高い完
全性、可用性が必要

・同左
・車の自動運転を実現するた
めに必要な情報については、
極めて高い完全性、可用性
が必要

様々な場所に
保管された情報
から、必要な情
報を抽出する技
術

・様々な場所に保管された情
報から、必要な情報を現実的
な時間内に抽出する技術

・国がシステムの利用者、
サービスの提供者となる場
合には、実証実験を通じた要
求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋
なビジネスベースでは対応
困難な領域については、国
プロとしての取組みもあり得
る。

・災害時でも重要なセンサー
の履歴情報を収集可能とする
堅牢な通信方式

・災害時でも重要なセンサー
の履歴情報を収集可能とする
堅牢な通信方式

・災害時でも避難誘導に必要
な情報（道路地図、ＧＩＳ情報
など）を収集可能とする堅牢
な通信方式

・多様なニーズに合致する情
報を、リアルタイムに検索する
技術

・大量の利用者の履歴情報か
ら、類例を抽出し、提供すべ
きサービスを推測する技術

－ － － － － － －

個々のデータか
ら有意な情報を
抽出する技術

・人の様子の把握など、確実
な見守りサービスの実現
・標識などの自動認識によ
る、人による情報見落としの
補完の実現

・国がシステムの利用者、
サービスの提供者となる場
合には、実証実験を通じた要
求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待

・画像等のセンサーデータか
らの、インフラの老朽化状況
等にかかる情報（傷の場所、
大きさ、深さなど）の抽出

－ －

・表情などから得られる利用
者の感情等を、ニーズと提供
情報の適合度の判断基準とし
て利用

・利用者の現在の情報から、
現にユーザーがとろうとして
いる行動を推測する技術

－ －
・画像データなどから、人の様
子を把握。確実な見守りや異
常検知を実現。

－
・多様なセンサーの情報か
ら、車や人の周囲の状況につ
いて把握

同左 同左

自動学習技術

・大量の蓄積情報との対比に
より、有意な結論を得る技術
が発展
・自動翻訳技術や、自動要約
技術、関連情報の自動抽出
の実現
・医師への問診の支援など、
専門家による分析の支援シ
ステムの実現

・ビジネスベースに乗りにくい
領域については、国や国立
研究開発法人による、ベース
データの収集・提供が必要

・大量のセンサーデータから、
インフラの老朽化状況等を総
合的に把握し、必要な維持管
理方策等を提案する技術

・発生している事象からの、と
るべき対応策の推測（被災時
だけでなく、平時のアドバイス
提示も）

・ユーザーの行動から、提供
すべきサービスの自動判別

・ある行動をとろうとしている
ユーザーに対して、提供すべ
きサービスの自動判別

－

多種多様かつ
大量なデータを
統合・解析する
「ビッグデータ」

・様々な状況における、人・
モノの移動予測が可能となる
ことで、人・モノに適切な情
報・インセンティブの提供に
よる、渋滞の（すく）ない快適
な社会の実現
インフラ等の劣化をリアルタ
イムに予測・把握すること
で、効率的かつ効果的なイン
フラ維持管理の実現
・健康データの活用による、
自動健康診断から、疾病リス
ク・感染症発生予測に基づく
事前対策など、より健康で居
られる社会の実現

・国がシステムの利用者、
サービスの提供者となる場
合には、実証実験を通じた要
求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待

・大量のセンサーデータから、
インフラの老朽化状況等を総
合的に把握する技術

・多様なセンサーからの情報
を多角的な分析による、発生
している事象を推測する技術

・過去の履歴に基づく、より適
切なサービスの提供

・大量の利用者の履歴情報
と、当該利用者の履歴情報の
突合により、より適切なサー
ビスを提供

－

臨場感のある
情報の提示

・超高精細映像など、映像の
解像度、色分解能などの向
上により、より臨場感のある
情報提示の実現
・併せて、音響についても、
多様な位置情報センサーシ
ステムが発展することによ
り、より臨場感のある音響情
報提示の実現
・立体映像についても、多視
点、多人数への対応が進む
ことにより、容易に活用可能
に

・デファクトスタンダードによ
り、多様なサービスに多大な
影響を及ぼす可能性が高い
領域であり、集中的な支援が
あり得る
・普及のためには、標準化が
肝要であり、標準化活動へ
の国の支援が望ましい

－ －

・超高精細映像や自然な立体
映像、立体感のある音響や視
覚・聴覚以外の感覚（振動、
温度など）を利用した、臨場感
の高い情報の提示

・超高精細映像や自然な立体
映像、立体感のある音響や視
覚・聴覚以外の感覚（振動、
温度など）を利用した、臨場感
の高い情報の提示

－ － － － －

多様なユー
ザーインター
フェイス

・メガネ型ディスプレイに代表
される新たなユーザーイン
ターフェイスが多種多様に出
現
・実体験とサイバー空間から
の体験を融合した新たな体
験の実現
・ウェアラブルデバイスや空
調などが連携し、振動や温
度、痛みなど、多種多様な感
覚を刺激することによる、新
たな体験の実現
・言葉の壁にとらわれること
なく、自然な対話により多様
な情報にアクセス可能とする
ユーザーインターフェイスの
実現

・デファクトスタンダードによ
り、多様なサービスに多大な
影響を及ぼす可能性が高い
領域であり、集中的な支援が
あり得る
・普及のためには、標準化が
肝要であり、標準化活動へ
の国の支援が望ましい

・避難誘導情報の適切な提示 －

・「画面」だけでなく、室内環
境の変化や、利用者の近くの
直接刺激、実空間への情報
投影など、多様な提示装置に
よる、情報提示

－ －

・車の運転者や歩行者など、
提示情報を注視できないこと
を前提とした、多様なインター
フェイスによる情報の提示

同左 同左

ロボットによる
実空間へのア
ウトプット

・ロボット（操作される機器）を
用いた、サイバー空間から実
空間への影響の直接行使
（家から１０ｍ離れると自動的
にロックされる鍵など）の実
現
・映像だけでなく、人に類似し
た形状のロボットを用いた、
相手への臨場感の提供の実
現

・普及のためには、標準化が
肝要であり、標準化活動へ
の国の支援が望ましい

・アドバイス情報に基づく、実
空間への自動的なアウトプッ
ト（危険な経路の封鎖など）も
ありえる

・アドバイス情報に基づく、実
空間への自動的なアウトプッ
ト（危険な経路の封鎖など）も
ありえる

－
・サービス提供手段としての、
実空間へのアウトプット（オン
デマンドバスの配送など）

・サービス提供手段としての、
実空間へのアウトプット（オン
デマンドバスの配送など）

・「画面」だけでなく、室内環
境の変化や、利用者の近くの
直接刺激、実空間への情報
投影など、多様な提示装置に
よる、情報提示
・利用者の行動をロボットを通
じて遠隔地で再現

・遠隔診断、遠隔診療の場
合、診察側からのセンサーの
操作等

－
・状況に応じ、自動車そのも
のが自動対応

同左 同左

ロボットやエー
ジェント技術に
よるインタラク
ティブサービス

・ロボットを用いることで、通
信の相手方に対し、高い臨
場感の付与の実現
・ロボットやエージェント技術
を用いることで、満足感の高
いサービスの実現

・普及のためには、標準化が
肝要であり、標準化活動へ
の国の支援が望ましい

・インフラ管理者との自動的な
やり取りを通じた、より必要な
情報の絞込み

・インフラ管理者との自動的な
やり取りを通じた、より必要な
情報の絞込み

・避難者との自動的なやり取
りを通じた、より必要な情報の
絞込み

・利用者との自動的なやり取
りを通じた、より適切なサービ
スの選択、提示

－
・利用者との自動的なやり取
りを通じた、利用者属性の把
握

－
・遠隔診断、遠隔診療におけ
る問診等に対する支援

－

・車の運転者や歩行者など、
提示情報を注視できないこと
を前提とした、インタラクティブ
な情報の提示

同左 同左

情報の取得か
ら提供まで、一
貫した認証の提
供

・多様な通信環境において、
適切な本人確認技術の実現
・証明書等の発行・無効化に
関する公的な保証の確立

・社会の要求水準と比して、
利用可能な技術水準が劣る
場合、国プロとしての取組み
もありうる
・更に国も利用者である中、
将来自らが利用することを念
頭に、国プロとしての取組み
もあり得る
・証明書等にかかる公的機
関の役割の検討

情報の改ざん
や漏洩を防ぐと
ともに、情報の
完全性を証明

・より強固な、暗号技術（伝
送時用及び保存時用）の実
現
・現状の暗号と同等の強固さ
を維持しつつ、より軽い暗号
技術（同上）の実現
・原理的に盗聴・傍受が不可
能となる、量子鍵配送技術の
実現（ファイバー／空間）

・社会の要求水準と比して、
利用可能な技術水準が劣る
場合、国プロとしての取組み
もありうる
・更に国も利用者である中、
将来自らが利用することを念
頭に、国プロとしての取組み
もあり得る

故意の妨害行
為や、操作過誤
からシステム・
サービスを守る
フェイルセーフ
技術

・サイバー攻撃の悪影響を排
除すべく、情報通信システム
の高度化
・システムの異常検知技術、
事故からの復旧技術などの
高度化

・社会の要求水準と比して、
利用可能な技術水準が劣る
場合、国プロとしての取組み
もありうる
・更に国も利用者である中、
将来自らが利用することを念
頭に、国プロとしての取組み
もあり得る

個々の技術及
びトータルシス
テムに対する安
全性の客観的
な評価

・個々の技術に対する評価・
認証の実現
・様々な技術を統合した機器
やシステムの解析・評価シス
テムの実現

・社会の要求水準と比して、
利用可能な技術水準が劣る
場合、国プロとしての取組み
もありうる
・更に国も利用者である中、
将来自らが利用することを念
頭に、国プロとしての取組み
もあり得る
・認証等にかかる公的機関
の役割の検討

プライバシーを
含む情報保護

・情報提供者が期待する情
報を保護する技術の実現
・情報の保護にかかる機器
やシステムの認証の実現
・情報活用とプライバシー保
護を両立するデータ取り扱い
ルールの確立
・これらにより、情報のオープ
ン化も容易に

・社会の要求水準と比して、
利用可能な技術水準が劣る
場合、国プロとしての取組み
もありうる
・更に国も利用者である中、
将来自らが利用することを念
頭に、国プロとしての取組み
もあり得る
・認証等にかかる公的機関
の役割の検討
・情報利用ルールの検討

・センサーデータを窃取されな
いための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされない
技術
・保存しているデータを改ざん
されない技術
・保存しているデータを喪失し
ない技術

Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会

・防犯カメラ等の情報を窃取さ
れないための技術
・防犯カメラ等の情報から、個
人情報を保護する技術
・伝送経路において、収集中
の情報や、避難誘導情報を改
ざんされない技術
・保存しているデータを改ざん
されない技術
・保存しているデータを喪失し
ない技術

当該技術にかかる国の取組
み（基礎技術の研究開発に
ついては、領域を問わず、国
としての支援・国立研究開発
法人による取組みが必要）

資料１２－３における記載

・構造物の劣化状況を把握す
るための多様なセンサー（振
動、ひずみ、画像、音響など）
の実用化・低廉化
・併せてこれらセンサーのう
ち、据付型については、構造
物の現状の定期点検程度の
期間について、メンテナンスフ
リーとなることが必要

・センサーデータを窃取されな
いための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされない
技術
・保存しているデータを改ざん
されない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術
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中間答申におけるパイロットプロジェクト

・映像、音声、振動などを組み
合わせた、より自然でわかり
やすい情報提示
・音声認識などを活用した、自
然なインターフェイスによる
サービス要求

・膨大なセンサーデータ、アド
バイス情報の集約的な情報
提示

・膨大なセンサーデータ、アド
バイス情報の集約的な情報
提示

Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会

・テレワークに必要となる、視
覚、聴覚などの情報を収集す
るセンサー
・遠隔地で利用者の行動を再
生するために必要な情報を収
集するセンサー

・脳情報を取得する、装置し
ても違和感の低いセンサー
・リハビリテーションが適切に
行われているかを測定するセ
ンサー
・リハビリテーションの効果を
測定するセンサー

・多数の脳情報計測結果との
比較により、簡易なセンサー
による取得データから、詳細
なほう活動状況を推測

・スマートフォンや携帯電話、
パソコンなど、ユーザーが利
用する多種多様な端末に搭
載される機能をセンサーとし
て活用

中間答申におけるパイロットプロジェクト 中間答申におけるパイロットプロジェクト

・屋外の情報を収集するため
の対候性を有したセンサーの
低廉化及び無給電で動作可
能な低廉化
・気象観測レーダ（雲、風、雨
など）の高精度化、高頻度観
測化、劇的な低廉化

Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会

・交通量や周辺状況を把握す
るための多様なセンサーの実
用化・低廉化（車や信号機な
どが自ら方法を発するもの
と、車載センサーや観測カメ
ラなどで情報を取得するもの
の双方が存在）

同左

・利用者の情報（利用者から
の収集する情報、利用者への
提供するサービスの情報の
双方）を窃取されないための
技術

・利用者の情報（利用者から
の収集する情報、利用者への
提供するサービスの情報の
双方）を窃取されないための
技術

・「画面」だけでなく、室内環
境の変化や、利用者の近くの
直接刺激、実空間への情報
投影など、多様な提示装置に
よる、情報提示

・利用者の情報（利用者から
の収集する情報、利用者への
提供するサービスの情報の
双方）を窃取されないための
技術

中間答申におけるパイロットプロジェクト

・利用者の情報（利用者から
の収集する情報、利用者への
提供するサービスの情報の
双方）を窃取されないための
技術

・体調管理に必要となるバイ
タルデータを常時計測する、
装着しても違和感の低いセン
サー

・利用者の属性に応じて、自
動翻訳や自動要約による情
報の変換

・多数の健康データとの比較
による、利用者の体調の詳細
の把握
・多数の健康データの分析に
基づく、疾病リスク予測などに
よる事前対策の提案
・複数の利用者の体調の横断
的分析による、伝染病発生の
早期把握及びその対策の提
案

・利用者の情報（利用者から
の収集する情報、利用者への
提供するサービスの情報の
双方）を窃取されないための
技術（「体調」という極めてセ
ンシティブな個人情報を扱うこ
とから、他の領域に比して極
めて高いセキュリティレベル
が必要）
・遠隔診療などに当たって
は、ホン領域の中でも特に高
いフェイルセーフ技術が必要

・利用者の情報（利用者から
の収集する情報、利用者への
提供するサービスの情報の
双方）を窃取されないための
技術（「脳情報」という極めて
センシティブな個人情報を扱
うことから、他の領域に比して
極めて高いセキュリティレベ
ルが必要）

同左

同左（全ての分析について、
高いリアルタイム性を持って
実施）

・多数の車や人、道路にかか
る情報を相互に分析すること
で、それぞれが必要とする情
報を適切に抽出
・併せて、それぞれの車や人
がとるべき行動を提案

同左（事故にかかる分析は、
高いリアルタイム性を持って
実施）

・センサーデータを窃取されな
いための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされない
技術
・保存しているデータを改ざん
されない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術

・センサーデータを窃取されな
いための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされない
技術
・保存しているデータを改ざん
されない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術

・センサーデータを窃取されな
いための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされない
技術
・保存しているデータを改ざん
されない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術



①-Ⅰ

ａ）多種多様なセンサー
によるインフラの管理

ｂ）自然災害の発生のリ
アルタイムの把握

ｃ）的確な避難誘導の実
現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種
多様なセンサーを設置
し、劣化状況等をリアル
タイムに把握。効率的か
つ合理的な維持管理を
実現

・多様な気象情報をリア
ルタイムかつ稠密に収
集。気象災害に備えると
ともに、天候を踏まえた
農作業のアドバイスな
ど、気象状況に合わせた
社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避
難に必要な情報の収集
を通じた、災害時の的確
な避難誘導

既存のセン
サー

・画像素子については、すでに素子のサイズが光の波
長と同程度に（小型化の限界）。今後は、多素子化、色
空間の高分解能化、高感度化や波長域の拡大（近赤
外、遠赤外や紫外）など、人の目の代わりではなく、セン
サーとして発展
・その他、音響、温度、気圧、振動、湿度、粒子（ＰＭ２．
５やほこり、花粉など）など、多種多様なセンサー素子が
存在。これらについても、小型化、省電力化などが進展
・これらがウェアラブルになることで、人の健康データに
ついてもリアルタイム収集が容易に

・センサーそのものの開発について
は、民間の取り組みが主
・実証実験を通じた要求仕様の明確
化など、システムの利用者として、国
等が主体的取組みをすることを期待

－

新たなセンサー
・表情の分析や脳情報の測定などにより、サービスが利
用者の期待に沿って提供されているか分析可能に

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

－

センサーシステ
ム

・位置情報システムについては、ＧＰＳや実用準天頂衛
星システムだけでなく、無線ＬＡＮ等の電波を利用するも
の、電波の反射を利用するものなど、多種多様なシステ
ムが実現
・併せて、相対的な位置を測定するレーダについても、
より精緻な位置情報や移動状況、測定対象の状況な
ど、多様な情報の把握の実現
・多様なシステムにより把握・蓄積された情報が、ビッグ
データとして解析されることで、様々な状況の把握の実
現

・準天頂衛星システムのように、社会
の共通基盤となるシステムについて
は、国がサービス提供者になることも
ある
・国がシステムの利用者、サービスの
提供者となる場合には、実証実験を
通じた要求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待

・インフラの状況を総合
的に把握可能とする、多
数のセンサーのシステム
化

・社会に多数存在する多
様なデバイスの情報と位
置情報を紐付け、セン
サーデータとして活用し、
一つのシステムとして運
用可能に
・多数のレーダなどを組
み合わせることによる、
観測の高精度化、高頻
度観測化

・平時に別目的で用いて
いるセンサー（防犯カメラ
など）の情報を集約し、
状況把握に活用

新たな人→機
器への入力イ
ンターフェイス
（指示機構）

・会話や動作など、より自然なアクションで機器への指
示ができる、多種多様なインターフェイスの実現

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

・可搬型センサーの操作
にかかる、自然なイン
ターフェイスの実現

－

・避難所情報など、人に
よる入力が必要な情報
の入力容易化及び入力
ミスを気付きやすくする
仕組みの提供

①
情
報
の
取
得

・構造物の劣化状況を把
握するための多様なセン
サー（振動、ひずみ、画
像、音響など）の実用化・
低廉化
・併せてこれらセンサー
のうち、据付型について
は、構造物の現状の定
期点検程度の期間につ
いて、メンテナンスフリー
となることが必要

・屋外の情報を収集する
ための対候性を有したセ
ンサーの低廉化及び無
給電で動作可能な低廉
化
・気象観測レーダ（雲、
風、雨など）の高精度
化、高頻度観測化、劇的
な低廉化

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎
技術の研究開発については、領域を
問わず、国としての支援・国立研究開
発法人による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会

1
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①-Ⅱ

ｄ）オンデマンドなサービ
ス提供を実現するニーズ
把握

ｅ）ライフログ解析によ
る、必要なサービスの適
時提供

ｆ）様々な情報を、誰に
も、わかりやすく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデ
マンドな乗り合い交通手
段
・デジタルサイネージや
ユーザー保有端末への
適時の情報提供

・ 日々の買い物や移動
などの記録（ライフログ）
の適切な者への適切な
提供による、便利で快適
なサービス享受の実現

・臨場感の高い情報の提
示
・自動翻訳や自動要約に
より、受け手にわかりや
すい情報の提示

既存のセン
サー

・画像素子については、すでに素子のサイズが光の波
長と同程度に（小型化の限界）。今後は、多素子化、色
空間の高分解能化、高感度化や波長域の拡大（近赤
外、遠赤外や紫外）など、人の目の代わりではなく、セン
サーとして発展
・その他、音響、温度、気圧、振動、湿度、粒子（ＰＭ２．
５やほこり、花粉など）など、多種多様なセンサー素子が
存在。これらについても、小型化、省電力化などが進展
・これらがウェアラブルになることで、人の健康データに
ついてもリアルタイム収集が容易に

・センサーそのものの開発について
は、民間の取り組みが主
・実証実験を通じた要求仕様の明確
化など、システムの利用者として、国
等が主体的取組みをすることを期待

－ －

新たなセンサー
・表情の分析や脳情報の測定などにより、サービスが利
用者の期待に沿って提供されているか分析可能に

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

－

・臨場感の高い情報（超
高精細映像、立体映像
など）を取得する新たな
センサー

センサーシステ
ム

・位置情報システムについては、ＧＰＳや実用準天頂衛
星システムだけでなく、無線ＬＡＮ等の電波を利用するも
の、電波の反射を利用するものなど、多種多様なシステ
ムが実現
・併せて、相対的な位置を測定するレーダについても、よ
り精緻な位置情報や移動状況、測定対象の状況など、
多様な情報の把握の実現
・多様なシステムにより把握・蓄積された情報が、ビッグ
データとして解析されることで、様々な状況の把握の実
現

・準天頂衛星システムのように、社会
の共通基盤となるシステムについて
は、国がサービス提供者になることも
ある
・国がシステムの利用者、サービスの
提供者となる場合には、実証実験を
通じた要求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待

・位置情報システムは、
ＧＰＳなどのグローバル
なものだけでなく、建物
内に設置された無線ＬＡ
Ｎの受信強度などに局所
的な手段など、多様化

－ －

新たな人→機
器への入力イ
ンターフェイス
（指示機構）

・会話や動作など、より自然なアクションで機器への指示
ができる、多種多様なインターフェイスの実現

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

・ウェアラブル端末による
様々なバイタルデータ
や、カメラ画像などによる
「感情」の利用
・位置情報そのものを指
示としての利用（タクシー
乗り場への一定時間の
滞在など）

－ －

①
情
報
の
取
得

・スマートフォンや携帯電
話、パソコンなど、ユー
ザーが利用する多種多
様な端末に搭載される機
能をセンサーとして活用

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎
技術の研究開発については、領域を
問わず、国としての支援・国立研究開
発法人による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン

2



①-Ⅲ

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによ
る健康的な生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、
どこからでも、どこへでも
社会参画できる、極めて
臨場感の高い（超高精
細、３D、触覚通信などを
実現した）テレワーク環
境の整備

・ 医療機関や介護施設
などが、在宅者の体調
を、遠隔からリアルタイム
に把握可能とするセン
サー群及び分析システ
ムの提供
・在宅医療を実現する、
遠隔診断システム（可能
であれば遠隔診療システ
ム）の提供

・ 脳情報通信技術など
による、効果的なリハビ
リテーション医療の提供

既存のセン
サー

・画像素子については、すでに素子のサイズが光の波
長と同程度に（小型化の限界）。今後は、多素子化、色
空間の高分解能化、高感度化や波長域の拡大（近赤
外、遠赤外や紫外）など、人の目の代わりではなく、セン
サーとして発展
・その他、音響、温度、気圧、振動、湿度、粒子（ＰＭ２．
５やほこり、花粉など）など、多種多様なセンサー素子が
存在。これらについても、小型化、省電力化などが進展
・これらがウェアラブルになることで、人の健康データに
ついてもリアルタイム収集が容易に

・センサーそのものの開発について
は、民間の取り組みが主
・実証実験を通じた要求仕様の明確
化など、システムの利用者として、国
等が主体的取組みをすることを期待

新たなセンサー
・表情の分析や脳情報の測定などにより、サービスが利
用者の期待に沿って提供されているか分析可能に

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

センサーシステ
ム

・位置情報システムについては、ＧＰＳや実用準天頂衛
星システムだけでなく、無線ＬＡＮ等の電波を利用するも
の、電波の反射を利用するものなど、多種多様なシステ
ムが実現
・併せて、相対的な位置を測定するレーダについても、よ
り精緻な位置情報や移動状況、測定対象の状況など、
多様な情報の把握の実現
・多様なシステムにより把握・蓄積された情報が、ビッグ
データとして解析されることで、様々な状況の把握の実
現

・準天頂衛星システムのように、社会
の共通基盤となるシステムについて
は、国がサービス提供者になることも
ある
・国がシステムの利用者、サービスの
提供者となる場合には、実証実験を
通じた要求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待

・一般の画像情報だけで
なく、可視光以外の画像
情報や利用者の位置情
報を組み合わせ、利用者
の行動を収集するセン
サーシステム

・画像センサーや、スイッ
チ類の操作記録など、利
用者の様子の把握に利
用可能な機器類をマ
ネージメントするシステム

・多様なセンサーをマ
ネージメントするシステム

新たな人→機
器への入力イ
ンターフェイス
（指示機構）

・会話や動作など、より自然なアクションで機器への指示
ができる、多種多様なインターフェイスの実現

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

・遠隔地で利用者の行動
を再生するために必要な
情報を収集するセンサー

－ －

・脳情報を取得する、装
置しても違和感の低いセ
ンサー
・リハビリテーションが適
切に行われているかを測
定するセンサー
・リハビリテーションの効
果を測定するセンサー

①
情
報
の
取
得

・テレワークに必要とな
る、視覚、聴覚などの情
報を収集するセンサー
・遠隔地で利用者の行動
を再生するために必要な
情報を収集するセンサー

・体調管理に必要となる
バイタルデータを常時計
測する、装着しても違和
感の低いセンサー

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎
技術の研究開発については、領域を
問わず、国としての支援・国立研究開
発法人による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会

3



①-Ⅳ

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況
（交通量、信号の状況や
通行の可否、路面の状
況など）についてリアルタ
イムに把握し、歩行者や
自動車などに、必要な情
報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、そ
れぞれの位置や取って
いる（取る予定である）行
動にかかる情報を、周囲
の歩行者や自動車に提
供
・事故に繋がる危険性が
ある場合には、車の自動
停止などの回避行動を
自動的に実施

・ 自動車は、提供された
情報や、自らに搭載され
たセンサーによる情報を
元に、速度や進行方向な
どを自律的に決定（自動
運転の実現）

既存のセン
サー

・画像素子については、すでに素子のサイズが光の波
長と同程度に（小型化の限界）。今後は、多素子化、色
空間の高分解能化、高感度化や波長域の拡大（近赤
外、遠赤外や紫外）など、人の目の代わりではなく、セン
サーとして発展
・その他、音響、温度、気圧、振動、湿度、粒子（ＰＭ２．
５やほこり、花粉など）など、多種多様なセンサー素子が
存在。これらについても、小型化、省電力化などが進展
・これらがウェアラブルになることで、人の健康データに
ついてもリアルタイム収集が容易に

・センサーそのものの開発について
は、民間の取り組みが主
・実証実験を通じた要求仕様の明確
化など、システムの利用者として、国
等が主体的取組みをすることを期待

新たなセンサー
・表情の分析や脳情報の測定などにより、サービスが利
用者の期待に沿って提供されているか分析可能に

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

センサーシステ
ム

・位置情報システムについては、ＧＰＳや実用準天頂衛
星システムだけでなく、無線ＬＡＮ等の電波を利用するも
の、電波の反射を利用するものなど、多種多様なシステ
ムが実現
・併せて、相対的な位置を測定するレーダについても、よ
り精緻な位置情報や移動状況、測定対象の状況など、
多様な情報の把握の実現
・多様なシステムにより把握・蓄積された情報が、ビッグ
データとして解析されることで、様々な状況の把握の実
現

・準天頂衛星システムのように、社会
の共通基盤となるシステムについて
は、国がサービス提供者になることも
ある
・国がシステムの利用者、サービスの
提供者となる場合には、実証実験を
通じた要求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待

・それぞれの装置が自ら
発する情報と、車載セン
サーや観測カメラなどで
集められた情報を集約
し、ひとつのシステムとし
て運用

同左 同左

新たな人→機
器への入力イ
ンターフェイス
（指示機構）

・会話や動作など、より自然なアクションで機器への指示
ができる、多種多様なインターフェイスの実現

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

・人や車の行動や位置そ
のものも、指示機構とし
て利用

同左 同左

・交通量や周辺状況を把
握するための多様なセン
サーの実用化・低廉化
（車や信号機などが自ら
方法を発するものと、車
載センサーや観測カメラ
などで情報を取得するも
のの双方が存在）

同左 同左

①
情
報
の
取
得

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎
技術の研究開発については、領域を
問わず、国としての支援・国立研究開
発法人による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会
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②-Ⅰ

ａ）多種多様なセンサーによ
るインフラの管理

ｂ）自然災害の発生のリアルタイム
の把握

ｃ）的確な避難誘導の実現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種多
様なセンサーを設置し、劣
化状況等をリアルタイムに
把握。効率的かつ合理的な
維持管理を実現

・多様な気象情報をリアルタイムか
つ稠密に収集。気象災害に備える
とともに、天候を踏まえた農作業の
アドバイスなど、気象状況に合わせ
た社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避難に必要
な情報の収集を通じた、災害時の
的確な避難誘導

大容量のデー
タから必要な情
報のみを抽出
する、認識技術

・画像認識による、人物像や文字、標識等の
抜粋、人や物の状態の認識

・民間の取り組みが主

・画像等のセンサーデータ
からの、インフラの老朽化
状況等にかかる情報（傷の
場所、大きさ、深さなど）の
抽出

・画像等のセンサーデータからの、
有意な情報（雲や有視界距離など）
の抽出

・防犯カメラ等のデータから、大まか
な人の流れの抽出
・鉄道などの運行情報や道路の渋
滞状況などからの、避難誘導に必
要な情報の抽出

小容量のデー
タを束ね、効率
的に伝送する
技術

・情報のリアルタイム性を踏まえつつ、情報を
（通信、エネルギー両面から）効率的に伝送

・通信システムとの整合性が
求められることから、標準化が
肝要であり、標準化活動への
国の支援が望ましい

・センサーデータを集約の
上、散発的に伝送

同左 同左

ニーズに応じた
圧縮技術

・８ｋ映像を代表とする、膨大な情報量を持つ
映像や画像（立体映像を含む）の高圧縮技術
の実現
・ビッグデータ解析などに適用可能な、可逆性
の高い圧縮技術の実現
・センサーの発達に伴い、可視光以外も念頭
に置いた圧縮技術の実現

・無線通信を前提とした場合、
周波数資源の効率的利用に
資することから、国プロとして
の取組みもありうる
・標準化が必須の領域であり、
標準化活動への国の支援が
望ましい

・有意な圧縮率を持ちつつ
も、分析に必要な情報は潰
さない圧縮

同左 －

情報の種別に
応じて、適切
に、暗号化・匿
名化を行う技術

・アクセス制御を含め、情報要求元に応じて適
切な情報を提供
ＴＰＯに応じた暗号化

・社会の要求水準と比して、利
用可能な技術水準が劣る場
合、国プロとしての取組みもあ
りうる

・悪意の者にセンサーデー
タを窃取されないためのア
クセス制御、暗号化

同左 同左

利用者の状況
に応じた、情報
の集約や、提
示方法、提示
先の自動選択

・利用者が必要な情報を、その必要度に応じ
て、提示方法や提示先を選定
・膨大な情報を、利用者によりわかりやすく提
示すべく、情報の集約やレイアウトを実施

・デファクトスタンダードによ
り、多様なサービスに多大な
影響を及ぼす可能性が高い
領域であり、集中的な支援が
あり得る

・膨大なセンサーデータの
集約的な情報提示

・複合的な気象情報の横断的な提
示

・多種・多様な情報から、情報を提
示する場所や、被災者の状況に応
じて、必要な情報を抽出して提示
・被災者のプロパティに応じた、情
報の自動変換（翻訳や、情報の簡
素化など）

②
　
情
報
の
符
号
化
・
復
号
化

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組
み（基礎技術の研究開発につ
いては、領域を問わず、国とし
ての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会
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②-Ⅱ

ｄ）オンデマンドなサービス
提供を実現するニーズ把握

ｅ）ライフログ解析による、必要な
サービスの適時提供

ｆ）様々な情報を、誰にも、わかりや
すく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデマ
ンドな乗り合い交通手段
・デジタルサイネージや
ユーザー保有端末への適
時の情報提供

・ 日々の買い物や移動などの記録
（ライフログ）の適切な者への適切
な提供による、便利で快適なサービ
ス享受の実現

・臨場感の高い情報の提示
・自動翻訳や自動要約により、受け
手にわかりやすい情報の提示

大容量のデー
タから必要な情
報のみを抽出
する、認識技術

・画像認識による、人物像や文字、標識等の
抜粋、人や物の状態の認識

・民間の取り組みが主

・表情などからの感情情報
の抽出
・視線情報などからの、注
目している対象の抽出

－ －

小容量のデー
タを束ね、効率
的に伝送する
技術

・情報のリアルタイム性を踏まえつつ、情報を
（通信、エネルギー両面から）効率的に伝送

・通信システムとの整合性が
求められることから、標準化が
肝要であり、標準化活動への
国の支援が望ましい

－ － －

ニーズに応じた
圧縮技術

・８ｋ映像を代表とする、膨大な情報量を持つ
映像や画像（立体映像を含む）の高圧縮技術
の実現
・ビッグデータ解析などに適用可能な、可逆性
の高い圧縮技術の実現
・センサーの発達に伴い、可視光以外も念頭
に置いた圧縮技術の実現

・無線通信を前提とした場合、
周波数資源の効率的利用に
資することから、国プロとして
の取組みもありうる
・標準化が必須の領域であり、
標準化活動への国の支援が
望ましい

－ －
・膨大な情報量を持つ、映像や画像
（立体映像含む）、音声情報の高圧
縮技術

情報の種別に
応じて、適切
に、暗号化・匿
名化を行う技術

・アクセス制御を含め、情報要求元に応じて適
切な情報を提供
ＴＰＯに応じた暗号化

・社会の要求水準と比して、利
用可能な技術水準が劣る場
合、国プロとしての取組みもあ
りうる

・利用者が提供を同意した
情報のみを、同意先に限っ
て提供（当該同意につい
て、利用者が理解しやすく、
かつ簡便に実施）

同左 －

利用者の状況
に応じた、情報
の集約や、提
示方法、提示
先の自動選択

・利用者が必要な情報を、その必要度に応じ
て、提示方法や提示先を選定
・膨大な情報を、利用者によりわかりやすく提
示すべく、情報の集約やレイアウトを実施

・デファクトスタンダードによ
り、多様なサービスに多大な
影響を及ぼす可能性が高い
領域であり、集中的な支援が
あり得る

・利用者の状況に応じて、
サイネージやユーザー保有
端末を適切に選択した情報
提示

－
・利用者の属性に応じて、自動翻訳
や自動要約による情報の変換

②
　
情
報
の
符
号
化
・
復
号
化

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組
み（基礎技術の研究開発につ
いては、領域を問わず、国とし
ての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン
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②-Ⅲ

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによる健康的な
生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、ど
こからでも、どこへでも社会
参画できる、極めて臨場感
の高い（超高精細、３D、触
覚通信などを実現した）テレ
ワーク環境の整備

・ 医療機関や介護施設などが、在
宅者の体調を、遠隔からリアルタイ
ムに把握可能とするセンサー群及
び分析システムの提供
・在宅医療を実現する、遠隔診断シ
ステム（可能であれば遠隔診療シス
テム）の提供

・ 脳情報通信技術などによる、効果
的なリハビリテーション医療の提供

大容量のデー
タから必要な情
報のみを抽出
する、認識技術

・画像認識による、人物像や文字、標識等の
抜粋、人や物の状態の認識

・民間の取り組みが主

・一般の画像情報だけでな
く、可視光以外の画像情報
や利用者の位置情報を組
み合わせ、利用者の行動を
認識

・画像センサーや、スイッチ類の操
作記録などから、利用者の行動を
類推
・バイタルデータから、緊急を要す
る特徴的なデータの自動抽出

－

小容量のデー
タを束ね、効率
的に伝送する
技術

・情報のリアルタイム性を踏まえつつ、情報を
（通信、エネルギー両面から）効率的に伝送

・通信システムとの整合性が
求められることから、標準化が
肝要であり、標準化活動への
国の支援が望ましい

－
・バイタルセンサーのデータを、利
用者が身につける情報集約装置
へ、効率的に伝送

－

ニーズに応じた
圧縮技術

・８ｋ映像を代表とする、膨大な情報量を持つ
映像や画像（立体映像を含む）の高圧縮技術
の実現
・ビッグデータ解析などに適用可能な、可逆性
の高い圧縮技術の実現
・センサーの発達に伴い、可視光以外も念頭
に置いた圧縮技術の実現

・無線通信を前提とした場合、
周波数資源の効率的利用に
資することから、国プロとして
の取組みもありうる
・標準化が必須の領域であり、
標準化活動への国の支援が
望ましい

・膨大な情報量を持つ、映
像や画像（立体映像含む）、
音声情報の高圧縮技術
・「人の行動」という新たな
情報の符号化及び圧縮

・バイタルセンサーの情報につい
て、体調を把握する上で必要な情
報を潰さないように圧縮

・多様なセンサーの情報を、分析に
必要な情報を潰さないように圧縮

情報の種別に
応じて、適切
に、暗号化・匿
名化を行う技術

・アクセス制御を含め、情報要求元に応じて適
切な情報を提供
ＴＰＯに応じた暗号化

・社会の要求水準と比して、利
用可能な技術水準が劣る場
合、国プロとしての取組みもあ
りうる

・利用者が提供を同意した
情報のみを、同意先に限っ
て提供（当該同意につい
て、利用者が理解しやすく、
かつ簡便に実施）

・利用者が提供を同意した情報の
みを、同意先に限って提供（当該同
意について、利用者が理解しやす
く、かつ簡便に実施）
・「体調」という極めてセンシティブな
個人情報を扱うことから、他の領域
に比して極めてレベルが高いアクセ
ス制御が必要

・利用者が提供を同意した情報の
みを、同意先に限って提供（当該同
意について、利用者が理解しやす
く、かつ簡便に実施）
・「脳情報」や「リハビリ」という極め
てセンシティブな個人情報を扱うこ
とから、他の領域に比して極めてレ
ベルが高いアクセス制御が必要

利用者の状況
に応じた、情報
の集約や、提
示方法、提示
先の自動選択

・利用者が必要な情報を、その必要度に応じ
て、提示方法や提示先を選定
・膨大な情報を、利用者によりわかりやすく提
示すべく、情報の集約やレイアウトを実施

・デファクトスタンダードによ
り、多様なサービスに多大な
影響を及ぼす可能性が高い
領域であり、集中的な支援が
あり得る

・利用者がまるで現地にい
るかのように感じられるよ
う、多様な情報を、利用者
の所在地にある端末に応じ
て、選択して提示

－ －

②
　
情
報
の
符
号
化
・
復
号
化

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組
み（基礎技術の研究開発につ
いては、領域を問わず、国とし
ての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会
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②-Ⅳ

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況（交通
量、信号の状況や通行の可
否、路面の状況など）につ
いてリアルタイムに把握し、
歩行者や自動車などに、必
要な情報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、それぞれの
位置や取っている（取る予定であ
る）行動にかかる情報を、周囲の歩
行者や自動車に提供
・事故に繋がる危険性がある場合
には、車の自動停止などの回避行
動を自動的に実施

・ 自動車は、提供された情報や、自
らに搭載されたセンサーによる情報
を元に、速度や進行方向などを自
律的に決定（自動運転の実現）

大容量のデー
タから必要な情
報のみを抽出
する、認識技術

・画像認識による、人物像や文字、標識等の
抜粋、人や物の状態の認識

・民間の取り組みが主
・車載カメラから、標識や他
の車、歩行者、路面の状況
などを認識

同左 同左

小容量のデー
タを束ね、効率
的に伝送する
技術

・情報のリアルタイム性を踏まえつつ、情報を
（通信、エネルギー両面から）効率的に伝送

・通信システムとの整合性が
求められることから、標準化が
肝要であり、標準化活動への
国の支援が望ましい

・車という高速で移動するモ
ノにかかる情報であることを
前提にした、リアルタイム性
の高い情報収集

同左 同左

ニーズに応じた
圧縮技術

・８ｋ映像を代表とする、膨大な情報量を持つ
映像や画像（立体映像を含む）の高圧縮技術
の実現
・ビッグデータ解析などに適用可能な、可逆性
の高い圧縮技術の実現
・センサーの発達に伴い、可視光以外も念頭
に置いた圧縮技術の実現

・無線通信を前提とした場合、
周波数資源の効率的利用に
資することから、国プロとして
の取組みもありうる
・標準化が必須の領域であり、
標準化活動への国の支援が
望ましい

・車という高速で移動するモ
ノにかかる情報であることを
前提にした、リアルタイム性
の高い圧縮技術

同左 同左

情報の種別に
応じて、適切
に、暗号化・匿
名化を行う技術

・アクセス制御を含め、情報要求元に応じて適
切な情報を提供
ＴＰＯに応じた暗号化

・社会の要求水準と比して、利
用可能な技術水準が劣る場
合、国プロとしての取組みもあ
りうる

・悪意の者にセンサーデー
タを窃取されないためのア
クセス制御、暗号化

同左 同左

利用者の状況
に応じた、情報
の集約や、提
示方法、提示
先の自動選択

・利用者が必要な情報を、その必要度に応じ
て、提示方法や提示先を選定
・膨大な情報を、利用者によりわかりやすく提
示すべく、情報の集約やレイアウトを実施

・デファクトスタンダードによ
り、多様なサービスに多大な
影響を及ぼす可能性が高い
領域であり、集中的な支援が
あり得る

・運転者や歩行者など、情
報提示に注目できない利用
者への情報提示であること
を前提とした、情報提示方
法の選択

同左（状況によっては、自動操作が
選択肢に追加）

同左（自動操作が選択肢に追加）

②
　
情
報
の
符
号
化
・
復
号
化

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組
み（基礎技術の研究開発につ
いては、領域を問わず、国とし
ての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会
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③-Ⅰ

ａ）多種多様なセンサーによるインフラの
管理

ｂ）自然災害の発生のリアルタイム
の把握

ｃ）的確な避難誘導の実現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種多様なセンサー
を設置し、劣化状況等をリアルタイムに
把握。効率的かつ合理的な維持管理を
実現

・多様な気象情報をリアルタイムか
つ稠密に収集。気象災害に備えると
ともに、天候を踏まえた農作業のア
ドバイスなど、気象状況に合わせた
社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避難に必要な
情報の収集を通じた、災害時の的
確な避難誘導

比較的近接した
機器間での無
線通信技術

・無圧縮の８ｋ映像（毎秒１００ギガビット級）を
伝送可能な機器間通信の実現
・ウェアラブル端末（センサ含む）間を接続す
る、省エネもしくは高速通信に対応したボ
ディーエリアネットワーク技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要。

－ － －

機器とホーム
ゲートウェイ等
を接続するため
の無線通信技
術

・数ギガ～数十ギガｂｐｓ級の無線ＬＡＮ技術
（公衆アクセス系も念頭）の実現
・長期間電池の交換が不要、もしくは回収エネ
ルギーのみで動作可能な、極めて低消費電力
な無線通信技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要
・国がシステムの利用者となることが想定され
る場合には、その要求仕様実現のために国プ
ロとしての取組みもありうる。

・据付型センサーとゲートウェイを結ぶ、
構造物の現状の定期点検程度の期間メ
ンテナンスフリーとなる、極低消費電力通
信方式
・災害時でも重要なセンサーの情報を収
集可能とする堅牢な通信方式

・センサーとゲートウェイを結ぶ、比
較的長時間メンテナンスフリーとな
るて、低消費電力通信方式
・災害時でも重要なセンサーの情報
を収集可能と刷る堅牢な通信方式

・情報提示装置（被災者所有の端末
など）とゲートウェイを結ぶ、多数端
末を同時認証可能な通信方式

多様な通信
ニーズを満たす
超高速アクセス
技術

・数ギガｂｐｓ級の無線アクセス技術及び数十
ギガｂｐｓ級の光アクセス技術の実現
・高速な技術だけでなく、低廉にユーザーを収
容可能なアクセス網技術も同時に発展
・８ｋ映像による放送を実現する、大容量放送
方式の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要

・ゲートウェイと通信基地局等を結ぶ、低
廉なアクセス技術
・災害時でも重要なセンサーの情報を収
集可能とする堅牢な通信方式

・同左（自然災害の把握の観点か
ら、例えば、遠洋における津波の観
測データのリアルタイム伝送の観点
からを実現する衛星通信技術を含
む）

・ブロードキャスト機能などを活用し
た、極めて多数の端末への同時に
情報提供可能な通信方式

コア･バックボー
ン

・膨大な通信ニーズを満たす、ファイバー１本
当たり数Ｔｂｐｓの超高速光通信技術

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、日本が強みを有する領域であり、国
際競争力を確保する観点から、引き続き国プ
ロとしての取組みもあり得る

・極少量かつ極多量のパケットを伝送可
能な、超高速通信技術
・災害時でも重要なセンサーの情報を収
集可能とする堅牢な通信方式

・同左（自然災害の把握の観点か
ら、例えば、遠洋における津波の観
測データのリアルタイム伝送の観点
からを実現する衛星通信技術を含
む）

・災害時でも、重要なセンサーの情
報を収集可能とし、また重要な避難
情報などを配信可能とする堅牢な
通信方式

ネットワーク制
御技術

・多様なアクセス網をシームレスに収容可能な
有無線統合ネットワーク技術の実現
・多様な通信需要（センサー等小容量かつ多
数の通信需要と、動画配信等大容量かつ比較
的少数の通信需要など）に対し、多様なネット
ワークを組み合わせることで、災害時などで
も、円滑に通信需要に対応可能とする、ネット
ワーク仮想化技術の実現
・多様な通信方式に対応し、シームレスに通信
サービスを提供するアクセスポイント技術
・変動する通信需要に対応するための、柔軟
に容量の変更ができるアクセス網設計技術及
び基地局制御技術の実現

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、現状のインターネットの技術の延長
では、対応に限界が見えつつあることから、全
く新しい方式を生み出すことが求められてお
り、民間のみによる取組みでは対応に限界が
あることから、国プロとしての取組みもあり得
る。

・極少量かつ極多量のパケットの経路制
御が可能な、制御技術
・災害時でも重要なセンサーの情報を収
集可能とする堅牢な通信方式

同左

・災害時でも、重要なセンサーの情
報や避難誘導に必要な情報を収集
可能とし、また重要な避難情報など
を配信可能とする堅牢な通信方式

③
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会
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③-Ⅱ

ｄ）オンデマンドなサービス提供を実現す
るニーズ把握

ｅ）ライフログ解析による、必要な
サービスの適時提供

ｆ）様々な情報を、誰にも、わかりや
すく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデマンドな乗り合い
交通手段
・デジタルサイネージやユーザー保有端
末への適時の情報提供

・ 日々の買い物や移動などの記録
（ライフログ）の適切な者への適切
な提供による、便利で快適なサービ
ス享受の実現

・臨場感の高い情報の提示
・自動翻訳や自動要約により、受け
手にわかりやすい情報の提示

比較的近接した
機器間での無
線通信技術

・無圧縮の８ｋ映像（毎秒１００ギガビット級）を
伝送可能な機器間通信の実現
・ウェアラブル端末（センサ含む）間を接続す
る、省エネもしくは高速通信に対応したボ
ディーエリアネットワーク技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要。

・利用者の保有端末に、無圧縮の動画な
どを伝送可能な、超高速伝送技術
・ウェアラブル端末の情報を、利用者もつ
情報集約端末へ伝送するボディーエリア
ネットワーク技術

－

・例えば無圧縮の８ｋ映像（毎秒１０
０ギガビット級）などを、復号化装置
から提示装置へ、又は撮像装置か
ら記録装置へと伝送する、超高速
伝送技術
・ウェアラブルな提示装置を利用す
る場合のボディーエリアネットワーク
技術

機器とホーム
ゲートウェイ等
を接続するため
の無線通信技
術

・数ギガ～数十ギガｂｐｓ級の無線ＬＡＮ技術
（公衆アクセス系も念頭）の実現
・長期間電池の交換が不要、もしくは回収エネ
ルギーのみで動作可能な、極めて低消費電力
な無線通信技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要
・国がシステムの利用者となることが想定され
る場合には、その要求仕様実現のために国プ
ロとしての取組みもありうる。

・利用者の保有端末とゲートウェイを結
ぶ、多数端末を同時認証可能な通信方
式

－

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の
高い映像・音声信号などを複数伝
送可能な、極めて高速な無線アクセ
ス通信技術

多様な通信
ニーズを満たす
超高速アクセス
技術

・数ギガｂｐｓ級の無線アクセス技術及び数十
ギガｂｐｓ級の光アクセス技術の実現
・高速な技術だけでなく、低廉にユーザーを収
容可能なアクセス網技術も同時に発展
・８ｋ映像による放送を実現する、大容量放送
方式の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要

・廉価なアクセス網技術 －

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の
高い映像・音声信号などを、多数伝
送可能な、極めて高速なアクセス通
信技術

コア･バックボー
ン

・膨大な通信ニーズを満たす、ファイバー１本
当たり数Ｔｂｐｓの超高速光通信技術

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、日本が強みを有する領域であり、国
際競争力を確保する観点から、引き続き国プ
ロとしての取組みもあり得る

・多様な情報をリアルタイムに伝送でき
る、高速なコア･バックボーン技術

－

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の
高い映像・音声信号などを、極めて
多数伝送可能な、テラｂｐｓ級の通
信技術

ネットワーク制
御技術

・多様なアクセス網をシームレスに収容可能な
有無線統合ネットワーク技術の実現
・多様な通信需要（センサー等小容量かつ多
数の通信需要と、動画配信等大容量かつ比較
的少数の通信需要など）に対し、多様なネット
ワークを組み合わせることで、災害時などで
も、円滑に通信需要に対応可能とする、ネット
ワーク仮想化技術の実現
・多様な通信方式に対応し、シームレスに通信
サービスを提供するアクセスポイント技術
・変動する通信需要に対応するための、柔軟
に容量の変更ができるアクセス網設計技術及
び基地局制御技術の実現

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、現状のインターネットの技術の延長
では、対応に限界が見えつつあることから、全
く新しい方式を生み出すことが求められてお
り、民間のみによる取組みでは対応に限界が
あることから、国プロとしての取組みもあり得
る。

・多種多様な情報が、リアルタイムに伝
送できる柔軟性のある通信方式

－

・膨大な情報を円滑に伝送できるよ
う、通信ニーズに応じて伝送能力を
振り分けられる、柔軟性のあるネッ
トワーク制御技術

③
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン
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③-Ⅲ

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによる健康的な
生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、どこからでも、ど
こへでも社会参画できる、極めて臨場感
の高い（超高精細、３D、触覚通信などを
実現した）テレワーク環境の整備

・ 医療機関や介護施設などが、在
宅者の体調を、遠隔からリアルタイ
ムに把握可能とするセンサー群及
び分析システムの提供
・在宅医療を実現する、遠隔診断シ
ステム（可能であれば遠隔診療シス
テム）の提供

・ 脳情報通信技術などによる、効果
的なリハビリテーション医療の提供

比較的近接した
機器間での無
線通信技術

・無圧縮の８ｋ映像（毎秒１００ギガビット級）を
伝送可能な機器間通信の実現
・ウェアラブル端末（センサ含む）間を接続す
る、省エネもしくは高速通信に対応したボ
ディーエリアネットワーク技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要。

・複数の提示装置に対し、それぞれ必要
な情報を伝送する高速伝送技術
・ウェアラブルな提示装置、記録装置を利
用する場合のボディーエリアネットワーク
技術

・バイタルセンサーと利用者が身に
つける情報集約装置をつなぐボ
ディーエリアネットワーク技術

－

機器とホーム
ゲートウェイ等
を接続するため
の無線通信技
術

・数ギガ～数十ギガｂｐｓ級の無線ＬＡＮ技術
（公衆アクセス系も念頭）の実現
・長期間電池の交換が不要、もしくは回収エネ
ルギーのみで動作可能な、極めて低消費電力
な無線通信技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要
・国がシステムの利用者となることが想定され
る場合には、その要求仕様実現のために国プ
ロとしての取組みもありうる。

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の高い
映像・音声信号などを複数伝送可能な、
極めて高速な無線アクセス通信技術

－ －

多様な通信
ニーズを満たす
超高速アクセス
技術

・数ギガｂｐｓ級の無線アクセス技術及び数十
ギガｂｐｓ級の光アクセス技術の実現
・高速な技術だけでなく、低廉にユーザーを収
容可能なアクセス網技術も同時に発展
・８ｋ映像による放送を実現する、大容量放送
方式の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の高い
映像・音声信号などを、多数伝送可能
な、極めて高速なアクセス通信技術

－ －

コア･バックボー
ン

・膨大な通信ニーズを満たす、ファイバー１本
当たり数Ｔｂｐｓの超高速光通信技術

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、日本が強みを有する領域であり、国
際競争力を確保する観点から、引き続き国プ
ロとしての取組みもあり得る

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の高い
映像・音声信号などを、極めて多数伝送
可能な、テラｂｐｓ級の通信技術

－ －

ネットワーク制
御技術

・多様なアクセス網をシームレスに収容可能な
有無線統合ネットワーク技術の実現
・多様な通信需要（センサー等小容量かつ多
数の通信需要と、動画配信等大容量かつ比較
的少数の通信需要など）に対し、多様なネット
ワークを組み合わせることで、災害時などで
も、円滑に通信需要に対応可能とする、ネット
ワーク仮想化技術の実現
・多様な通信方式に対応し、シームレスに通信
サービスを提供するアクセスポイント技術
・変動する通信需要に対応するための、柔軟
に容量の変更ができるアクセス網設計技術及
び基地局制御技術の実現

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、現状のインターネットの技術の延長
では、対応に限界が見えつつあることから、全
く新しい方式を生み出すことが求められてお
り、民間のみによる取組みでは対応に限界が
あることから、国プロとしての取組みもあり得
る。

・膨大な情報を円滑に伝送できるよう、通
信ニーズに応じて伝送能力を振り分けら
れる、柔軟性のあるネットワーク制御技
術

・少量のデータが、極めて多数の地
点から頻繁に送信されることに対応
できるよう、通信ニーズに応じて伝
送能力を振り分けられる、柔軟性の
あるネットワーク制御技術

－

③
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会
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③-Ⅳ

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況（交通量、信号の
状況や通行の可否、路面の状況など）に
ついてリアルタイムに把握し、歩行者や
自動車などに、必要な情報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、それぞれの
位置や取っている（取る予定であ
る）行動にかかる情報を、周囲の歩
行者や自動車に提供
・事故に繋がる危険性がある場合
には、車の自動停止などの回避行
動を自動的に実施

・ 自動車は、提供された情報や、自
らに搭載されたセンサーによる情報
を元に、速度や進行方向などを自
律的に決定（自動運転の実現）

比較的近接した
機器間での無
線通信技術

・無圧縮の８ｋ映像（毎秒１００ギガビット級）を
伝送可能な機器間通信の実現
・ウェアラブル端末（センサ含む）間を接続す
る、省エネもしくは高速通信に対応したボ
ディーエリアネットワーク技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要。

・自動車内の多種・多量な情報を効率的
に集約する、ノイズ体制の強い無線通信
技術

同左 同左

機器とホーム
ゲートウェイ等
を接続するため
の無線通信技
術

・数ギガ～数十ギガｂｐｓ級の無線ＬＡＮ技術
（公衆アクセス系も念頭）の実現
・長期間電池の交換が不要、もしくは回収エネ
ルギーのみで動作可能な、極めて低消費電力
な無線通信技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要
・国がシステムの利用者となることが想定され
る場合には、その要求仕様実現のために国プ
ロとしての取組みもありうる。

・歩行者や道路等の情報を効率的かつ
廉価に収集するアクセス系

同左 同左

多様な通信
ニーズを満たす
超高速アクセス
技術

・数ギガｂｐｓ級の無線アクセス技術及び数十
ギガｂｐｓ級の光アクセス技術の実現
・高速な技術だけでなく、低廉にユーザーを収
容可能なアクセス網技術も同時に発展
・８ｋ映像による放送を実現する、大容量放送
方式の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要

・高速で移動する車の情報をリアルタイ
ムに収集するとともに、必要な情報を車
へ伝送する無線アクセス技術
・歩行者や道路等の情報を効率的かつ
低廉に収集する無線アクセス技術

同左 同左

コア･バックボー
ン

・膨大な通信ニーズを満たす、ファイバー１本
当たり数Ｔｂｐｓの超高速光通信技術

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、日本が強みを有する領域であり、国
際競争力を確保する観点から、引き続き国プ
ロとしての取組みもあり得る

・様々な情報をリアルタイム性を持って伝
送できる超高速通信技術

同左 同左

ネットワーク制
御技術

・多様なアクセス網をシームレスに収容可能な
有無線統合ネットワーク技術の実現
・多様な通信需要（センサー等小容量かつ多
数の通信需要と、動画配信等大容量かつ比較
的少数の通信需要など）に対し、多様なネット
ワークを組み合わせることで、災害時などで
も、円滑に通信需要に対応可能とする、ネット
ワーク仮想化技術の実現
・多様な通信方式に対応し、シームレスに通信
サービスを提供するアクセスポイント技術
・変動する通信需要に対応するための、柔軟
に容量の変更ができるアクセス網設計技術及
び基地局制御技術の実現

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、現状のインターネットの技術の延長
では、対応に限界が見えつつあることから、全
く新しい方式を生み出すことが求められてお
り、民間のみによる取組みでは対応に限界が
あることから、国プロとしての取組みもあり得
る。

・極めてリアルタイム性が高く、相応に大
容量かつ多数のデータを安定的に伝送
できる、柔軟性のあるネットワーク制御技
術

同左 同左

③
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会
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④-Ⅰ

ａ）多種多様なセンサーによるイ
ンフラの管理

ｂ）自然災害の発生のリアルタイ
ムの把握

ｃ）的確な避難誘導の実現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種多様な
センサーを設置し、劣化状況等を
リアルタイムに把握。効率的かつ
合理的な維持管理を実現

・多様な気象情報をリアルタイム
かつ稠密に収集。気象災害に備
えるとともに、天候を踏まえた農
作業のアドバイスなど、気象状況
に合わせた社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避難に必
要な情報の収集を通じた、災害
時の的確な避難誘導

情報の完全性、
可要性の確保

・クラウドコンピューティング技術の発展によ
り、情報の保管場所を個々のサービス利用者
は意識することが不要に
・災害時など、必要なときに必要な情報が得ら
れるよう、保管場所の分散の自動化など、情報
の完全性を確保の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

・災害時でも重要なセンサーの情
報を収集可能とする堅牢な通信
方式
・災害時でもインフラ維持管理の
機関から災害対応機関に対し、イ
ンフラの状況について伝達可能
な堅牢な通信方式

・災害時でも重要なセンサーの情
報を収集可能とする堅牢な通信
方式
・災害時に災害対応機関と被災
地域とで双方向通信可能な、堅
牢の通信方式、又は至急に通信
経路を確保する通信方式

・災害時でも、重要なセンサーの
情報や避難誘導に必要な情報を
収集可能とし、また避難にかかる
情報などを配信可能とする堅牢
な通信方式

様々な場所に
保管された情報
から、必要な情
報を抽出する
技術

・様々な場所に保管された情報から、必要な情
報を現実的な時間内に抽出する技術

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

・災害時でも重要なセンサーの履
歴情報を収集可能とする堅牢な
通信方式

・災害時でも重要なセンサーの履
歴情報を収集可能とする堅牢な
通信方式

・災害時でも避難誘導に必要な
情報（道路地図、ＧＩＳ情報など）
を収集可能とする堅牢な通信方
式

個々のデータ
から有意な情
報を抽出する
技術

・人の様子の把握など、確実な見守りサービス
の実現
・標識などの自動認識による、人による情報見
落としの補完の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

・画像等のセンサーデータから
の、インフラの老朽化状況等にか
かる情報（傷の場所、大きさ、深
さなど）の抽出

－ －

自動学習技術

・大量の蓄積情報との対比により、有意な結論
を得る技術が発展
・自動翻訳技術や、自動要約技術、関連情報
の自動抽出の実現
・医師への問診の支援など、専門家による分
析の支援システムの実現

・ビジネスベースに乗りにくい領域については、
国や国立研究開発法人による、ベースデータ
の収集・提供が必要

・大量のセンサーデータから、イ
ンフラの老朽化状況等を総合的
に把握し、必要な維持管理方策
等を提案する技術

・発生している事象からの、とる
べき対応策の推測（被災時だけ
でなく、平時のアドバイス提示も）

多種多様かつ
大量なデータを
統合・解析する
「ビッグデータ」

・様々な状況における、人・モノの移動予測が
可能となることで、人・モノに適切な情報・イン
センティブの提供による、渋滞の（すく）ない快
適な社会の実現
インフラ等の劣化をリアルタイムに予測・把握
することで、効率的かつ効果的なインフラ維持
管理の実現
・健康データの活用による、自動健康診断か
ら、疾病リスク・感染症発生予測に基づく事前
対策など、より健康で居られる社会の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

・大量のセンサーデータから、イ
ンフラの老朽化状況等を総合的
に把握する技術

・多様なセンサーからの情報を多
角的な分析による、発生している
事象を推測する技術

④
　
処
理
・
分
析
・
制
御
・
蓄
積
等

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会
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④-Ⅱ

ｄ）オンデマンドなサービス提供を
実現するニーズ把握

ｅ）ライフログ解析による、必要な
サービスの適時提供

ｆ）様々な情報を、誰にも、わかり
やすく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデマンドな
乗り合い交通手段
・デジタルサイネージやユーザー
保有端末への適時の情報提供

・ 日々の買い物や移動などの記
録（ライフログ）の適切な者への
適切な提供による、便利で快適な
サービス享受の実現

・臨場感の高い情報の提示
・自動翻訳や自動要約により、受
け手にわかりやすい情報の提示

情報の完全性、
可要性の確保

・クラウドコンピューティング技術の発展によ
り、情報の保管場所を個々のサービス利用者
は意識することが不要に
・災害時など、必要なときに必要な情報が得ら
れるよう、保管場所の分散の自動化など、情報
の完全性を確保の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

－ － －

様々な場所に
保管された情報
から、必要な情
報を抽出する
技術

・様々な場所に保管された情報から、必要な情
報を現実的な時間内に抽出する技術

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

・多様なニーズに合致する情報
を、リアルタイムに検索する技術

・大量の利用者の履歴情報から、
類例を抽出し、提供すべきサービ
スを推測する技術

－

個々のデータ
から有意な情
報を抽出する
技術

・人の様子の把握など、確実な見守りサービス
の実現
・標識などの自動認識による、人による情報見
落としの補完の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

・表情などから得られる利用者の
感情等を、ニーズと提供情報の
適合度の判断基準として利用

・利用者の現在の情報から、現に
ユーザーがとろうとしている行動
を推測する技術

－

自動学習技術

・大量の蓄積情報との対比により、有意な結論
を得る技術が発展
・自動翻訳技術や、自動要約技術、関連情報
の自動抽出の実現
・医師への問診の支援など、専門家による分
析の支援システムの実現

・ビジネスベースに乗りにくい領域については、
国や国立研究開発法人による、ベースデータ
の収集・提供が必要

・ユーザーの行動から、提供すべ
きサービスの自動判別

多種多様かつ
大量なデータを
統合・解析する
「ビッグデータ」

・様々な状況における、人・モノの移動予測が
可能となることで、人・モノに適切な情報・イン
センティブの提供による、渋滞の（すく）ない快
適な社会の実現
インフラ等の劣化をリアルタイムに予測・把握
することで、効率的かつ効果的なインフラ維持
管理の実現
・健康データの活用による、自動健康診断か
ら、疾病リスク・感染症発生予測に基づく事前
対策など、より健康で居られる社会の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

・過去の履歴に基づく、より適切
なサービスの提供

④
　
処
理
・
分
析
・
制
御
・
蓄
積
等

・ある行動をとろうとしているユー
ザーに対して、提供すべきサービ
スの自動判別

・利用者の属性に応じて、自動翻
訳や自動要約による情報の変換

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン
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④-Ⅲ

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによる健康的
な生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、どこから
でも、どこへでも社会参画できる、
極めて臨場感の高い（超高精細、
３D、触覚通信などを実現した）テ
レワーク環境の整備

・ 医療機関や介護施設などが、
在宅者の体調を、遠隔からリアル
タイムに把握可能とするセンサー
群及び分析システムの提供
・在宅医療を実現する、遠隔診断
システム（可能であれば遠隔診療
システム）の提供

・ 脳情報通信技術などによる、効
果的なリハビリテーション医療の
提供

情報の完全性、
可要性の確保

・クラウドコンピューティング技術の発展によ
り、情報の保管場所を個々のサービス利用者
は意識することが不要に
・災害時など、必要なときに必要な情報が得ら
れるよう、保管場所の分散の自動化など、情報
の完全性を確保の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

－
・遠隔診断、遠隔診療を行う場
合、極めて完全性、可用性の高
い通信方式

－

様々な場所に
保管された情報
から、必要な情
報を抽出する
技術

・様々な場所に保管された情報から、必要な情
報を現実的な時間内に抽出する技術

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

－ － －

個々のデータ
から有意な情
報を抽出する
技術

・人の様子の把握など、確実な見守りサービス
の実現
・標識などの自動認識による、人による情報見
落としの補完の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

－
・画像データなどから、人の様子
を把握。確実な見守りや異常検
知を実現。

－

自動学習技術

・大量の蓄積情報との対比により、有意な結論
を得る技術が発展
・自動翻訳技術や、自動要約技術、関連情報
の自動抽出の実現
・医師への問診の支援など、専門家による分
析の支援システムの実現

・ビジネスベースに乗りにくい領域については、
国や国立研究開発法人による、ベースデータ
の収集・提供が必要

－

多種多様かつ
大量なデータを
統合・解析する
「ビッグデータ」

・様々な状況における、人・モノの移動予測が
可能となることで、人・モノに適切な情報・イン
センティブの提供による、渋滞の（すく）ない快
適な社会の実現
インフラ等の劣化をリアルタイムに予測・把握
することで、効率的かつ効果的なインフラ維持
管理の実現
・健康データの活用による、自動健康診断か
ら、疾病リスク・感染症発生予測に基づく事前
対策など、より健康で居られる社会の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

－

④
　
処
理
・
分
析
・
制
御
・
蓄
積
等 ・多数の健康データとの比較によ

る、利用者の体調の詳細の把握
・多数の健康データの分析に基
づく、疾病リスク予測などによる
事前対策の提案
・複数の利用者の体調の横断的
分析による、伝染病発生の早期
把握及びその対策の提案

・多数の脳情報計測結果との比
較により、簡易なセンサーによる
取得データから、詳細なほう活動
状況を推測

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会
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④-Ⅳ

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況（交通量、
信号の状況や通行の可否、路面
の状況など）についてリアルタイ
ムに把握し、歩行者や自動車な
どに、必要な情報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、それぞれ
の位置や取っている（取る予定で
ある）行動にかかる情報を、周囲
の歩行者や自動車に提供
・事故に繋がる危険性がある場
合には、車の自動停止などの回
避行動を自動的に実施

・ 自動車は、提供された情報や、
自らに搭載されたセンサーによる
情報を元に、速度や進行方向な
どを自律的に決定（自動運転の
実現）

情報の完全性、
可要性の確保

・クラウドコンピューティング技術の発展によ
り、情報の保管場所を個々のサービス利用者
は意識することが不要に
・災害時など、必要なときに必要な情報が得ら
れるよう、保管場所の分散の自動化など、情報
の完全性を確保の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

・虚偽の情報により社会が混乱す
るおそれがあることから、高い完
全性が要求される

・同左
・事故を未然に防ぐための情報に
ついては、極めて高い完全性、可
用性が必要

・同左
・車の自動運転を実現するために
必要な情報については、極めて
高い完全性、可用性が必要

様々な場所に
保管された情報
から、必要な情
報を抽出する
技術

・様々な場所に保管された情報から、必要な情
報を現実的な時間内に抽出する技術

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

－ － －

個々のデータ
から有意な情
報を抽出する
技術

・人の様子の把握など、確実な見守りサービス
の実現
・標識などの自動認識による、人による情報見
落としの補完の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

・多様なセンサーの情報から、車
や人の周囲の状況について把握

同左 同左

自動学習技術

・大量の蓄積情報との対比により、有意な結論
を得る技術が発展
・自動翻訳技術や、自動要約技術、関連情報
の自動抽出の実現
・医師への問診の支援など、専門家による分
析の支援システムの実現

・ビジネスベースに乗りにくい領域については、
国や国立研究開発法人による、ベースデータ
の収集・提供が必要

多種多様かつ
大量なデータを
統合・解析する
「ビッグデータ」

・様々な状況における、人・モノの移動予測が
可能となることで、人・モノに適切な情報・イン
センティブの提供による、渋滞の（すく）ない快
適な社会の実現
インフラ等の劣化をリアルタイムに予測・把握
することで、効率的かつ効果的なインフラ維持
管理の実現
・健康データの活用による、自動健康診断か
ら、疾病リスク・感染症発生予測に基づく事前
対策など、より健康で居られる社会の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

同左（全ての分析について、高い
リアルタイム性を持って実施）

④
　
処
理
・
分
析
・
制
御
・
蓄
積
等

・多数の車や人、道路にかかる情
報を相互に分析することで、それ
ぞれが必要とする情報を適切に
抽出
・併せて、それぞれの車や人がと
るべき行動を提案

同左（事故にかかる分析は、高い
リアルタイム性を持って実施）

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会
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⑤-Ⅰ

ａ）多種多様なセンサー
によるインフラの管理

ｂ）自然災害の発生のリ
アルタイムの把握

ｃ）的確な避難誘導の実
現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種
多様なセンサーを設置
し、劣化状況等をリアル
タイムに把握。効率的か
つ合理的な維持管理を
実現

・多様な気象情報をリア
ルタイムかつ稠密に収
集。気象災害に備えると
ともに、天候を踏まえた
農作業のアドバイスな
ど、気象状況に合わせた
社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避
難に必要な情報の収集
を通じた、災害時の的確
な避難誘導

臨場感のある
情報の提示

・超高精細映像など、映像の解像度、色分解
能などの向上により、より臨場感のある情報
提示の実現
・併せて、音響についても、多様な位置情報セ
ンサーシステムが発展することにより、より臨
場感のある音響情報提示の実現
・立体映像についても、多視点、多人数への
対応が進むことにより、容易に活用可能に

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

－

多様なユー
ザーインター
フェイス

・メガネ型ディスプレイに代表される新たな
ユーザーインターフェイスが多種多様に出現
・実体験とサイバー空間からの体験を融合し
た新たな体験の実現
・ウェアラブルデバイスや空調などが連携し、
振動や温度、痛みなど、多種多様な感覚を刺
激することによる、新たな体験の実現
・言葉の壁にとらわれることなく、自然な対話
により多様な情報にアクセス可能とするユー
ザーインターフェイスの実現

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・避難誘導情報の適切な
提示

ロボットによる
実空間へのア
ウトプット

・ロボット（操作される機器）を用いた、サイ
バー空間から実空間への影響の直接行使（家
から１０ｍ離れると自動的にロックされる鍵な
ど）の実現
・映像だけでなく、人に類似した形状のロボット
を用いた、相手への臨場感の提供の実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・アドバイス情報に基づ
く、実空間への自動的な
アウトプット（危険な経路
の封鎖など）もありえる

・アドバイス情報に基づ
く、実空間への自動的な
アウトプット（危険な経路
の封鎖など）もありえる

－

ロボットやエー
ジェント技術に
よるインタラク
ティブサービス

・ロボットを用いることで、通信の相手方に対
し、高い臨場感の付与の実現
・ロボットやエージェント技術を用いることで、
満足感の高いサービスの実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・インフラ管理者との自動
的なやり取りを通じた、よ
り必要な情報の絞込み

・インフラ管理者との自動
的なやり取りを通じた、よ
り必要な情報の絞込み

・避難者との自動的なや
り取りを通じた、より必要
な情報の絞込み

⑤
　
提
示

・膨大なセンサーデータ、
アドバイス情報の集約的
な情報提示

・膨大なセンサーデータ、
アドバイス情報の集約的
な情報提示

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基
礎技術の研究開発については、領
域を問わず、国としての支援・国立
研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会
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⑤-Ⅱ

ｄ）オンデマンドなサービ
ス提供を実現するニーズ
把握

ｅ）ライフログ解析によ
る、必要なサービスの適
時提供

ｆ）様々な情報を、誰に
も、わかりやすく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデ
マンドな乗り合い交通手
段
・デジタルサイネージや
ユーザー保有端末への
適時の情報提供

・ 日々の買い物や移動
などの記録（ライフログ）
の適切な者への適切な
提供による、便利で快適
なサービス享受の実現

・臨場感の高い情報の提
示
・自動翻訳や自動要約に
より、受け手にわかりや
すい情報の提示

臨場感のある
情報の提示

・超高精細映像など、映像の解像度、色分解
能などの向上により、より臨場感のある情報
提示の実現
・併せて、音響についても、多様な位置情報セ
ンサーシステムが発展することにより、より臨
場感のある音響情報提示の実現
・立体映像についても、多視点、多人数への
対応が進むことにより、容易に活用可能に

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

－

・超高精細映像や自然な
立体映像、立体感のある
音響や視覚・聴覚以外の
感覚（振動、温度など）を
利用した、臨場感の高い
情報の提示

多様なユー
ザーインター
フェイス

・メガネ型ディスプレイに代表される新たな
ユーザーインターフェイスが多種多様に出現
・実体験とサイバー空間からの体験を融合し
た新たな体験の実現
・ウェアラブルデバイスや空調などが連携し、
振動や温度、痛みなど、多種多様な感覚を刺
激することによる、新たな体験の実現
・言葉の壁にとらわれることなく、自然な対話
により多様な情報にアクセス可能とするユー
ザーインターフェイスの実現

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

－

ロボットによる
実空間へのア
ウトプット

・ロボット（操作される機器）を用いた、サイ
バー空間から実空間への影響の直接行使（家
から１０ｍ離れると自動的にロックされる鍵な
ど）の実現
・映像だけでなく、人に類似した形状のロボット
を用いた、相手への臨場感の提供の実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・サービス提供手段とし
ての、実空間へのアウト
プット（オンデマンドバス
の配送など）

・サービス提供手段とし
ての、実空間へのアウト
プット（オンデマンドバス
の配送など）

ロボットやエー
ジェント技術に
よるインタラク
ティブサービス

・ロボットを用いることで、通信の相手方に対
し、高い臨場感の付与の実現
・ロボットやエージェント技術を用いることで、
満足感の高いサービスの実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・利用者との自動的なや
り取りを通じた、より適切
なサービスの選択、提示

－
・利用者との自動的なや
り取りを通じた、利用者
属性の把握

⑤
　
提
示

・映像、音声、振動などを
組み合わせた、より自然
でわかりやすい情報提示
・音声認識などを活用し
た、自然なインターフェイ
スによるサービス要求

・「画面」だけでなく、室内
環境の変化や、利用者
の近くの直接刺激、実空
間への情報投影など、多
様な提示装置による、情
報提示

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基
礎技術の研究開発については、領
域を問わず、国としての支援・国立
研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン
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⑤-Ⅲ

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによ
る健康的な生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、
どこからでも、どこへでも
社会参画できる、極めて
臨場感の高い（超高精
細、３D、触覚通信などを
実現した）テレワーク環
境の整備

・ 医療機関や介護施設
などが、在宅者の体調
を、遠隔からリアルタイム
に把握可能とするセン
サー群及び分析システム
の提供
・在宅医療を実現する、
遠隔診断システム（可能
であれば遠隔診療システ
ム）の提供

・ 脳情報通信技術などに
よる、効果的なリハビリ
テーション医療の提供

臨場感のある
情報の提示

・超高精細映像など、映像の解像度、色分解
能などの向上により、より臨場感のある情報
提示の実現
・併せて、音響についても、多様な位置情報セ
ンサーシステムが発展することにより、より臨
場感のある音響情報提示の実現
・立体映像についても、多視点、多人数への
対応が進むことにより、容易に活用可能に

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・超高精細映像や自然な
立体映像、立体感のある
音響や視覚・聴覚以外の
感覚（振動、温度など）を
利用した、臨場感の高い
情報の提示

－ －

多様なユー
ザーインター
フェイス

・メガネ型ディスプレイに代表される新たな
ユーザーインターフェイスが多種多様に出現
・実体験とサイバー空間からの体験を融合し
た新たな体験の実現
・ウェアラブルデバイスや空調などが連携し、
振動や温度、痛みなど、多種多様な感覚を刺
激することによる、新たな体験の実現
・言葉の壁にとらわれることなく、自然な対話
により多様な情報にアクセス可能とするユー
ザーインターフェイスの実現

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・「画面」だけでなく、室内
環境の変化や、利用者
の近くの直接刺激、実空
間への情報投影など、多
様な提示装置による、情
報提示

－ －

ロボットによる
実空間へのア
ウトプット

・ロボット（操作される機器）を用いた、サイ
バー空間から実空間への影響の直接行使（家
から１０ｍ離れると自動的にロックされる鍵な
ど）の実現
・映像だけでなく、人に類似した形状のロボット
を用いた、相手への臨場感の提供の実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・「画面」だけでなく、室内
環境の変化や、利用者
の近くの直接刺激、実空
間への情報投影など、多
様な提示装置による、情
報提示
・利用者の行動をロボット
を通じて遠隔地で再現

・遠隔診断、遠隔診療の
場合、診察側からのセン
サーの操作等

－

ロボットやエー
ジェント技術に
よるインタラク
ティブサービス

・ロボットを用いることで、通信の相手方に対
し、高い臨場感の付与の実現
・ロボットやエージェント技術を用いることで、
満足感の高いサービスの実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

－
・遠隔診断、遠隔診療に
おける問診等に対する支
援

－

⑤
　
提
示

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基
礎技術の研究開発については、領
域を問わず、国としての支援・国立
研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会
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⑤-Ⅳ

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況
（交通量、信号の状況や
通行の可否、路面の状
況など）についてリアルタ
イムに把握し、歩行者や
自動車などに、必要な情
報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、そ
れぞれの位置や取ってい
る（取る予定である）行動
にかかる情報を、周囲の
歩行者や自動車に提供
・事故に繋がる危険性が
ある場合には、車の自動
停止などの回避行動を
自動的に実施

・ 自動車は、提供された
情報や、自らに搭載され
たセンサーによる情報を
元に、速度や進行方向な
どを自律的に決定（自動
運転の実現）

臨場感のある
情報の提示

・超高精細映像など、映像の解像度、色分解
能などの向上により、より臨場感のある情報
提示の実現
・併せて、音響についても、多様な位置情報セ
ンサーシステムが発展することにより、より臨
場感のある音響情報提示の実現
・立体映像についても、多視点、多人数への
対応が進むことにより、容易に活用可能に

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

－ － －

多様なユー
ザーインター
フェイス

・メガネ型ディスプレイに代表される新たな
ユーザーインターフェイスが多種多様に出現
・実体験とサイバー空間からの体験を融合し
た新たな体験の実現
・ウェアラブルデバイスや空調などが連携し、
振動や温度、痛みなど、多種多様な感覚を刺
激することによる、新たな体験の実現
・言葉の壁にとらわれることなく、自然な対話
により多様な情報にアクセス可能とするユー
ザーインターフェイスの実現

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・車の運転者や歩行者な
ど、提示情報を注視でき
ないことを前提とした、多
様なインターフェイスによ
る情報の提示

同左 同左

ロボットによる
実空間へのア
ウトプット

・ロボット（操作される機器）を用いた、サイ
バー空間から実空間への影響の直接行使（家
から１０ｍ離れると自動的にロックされる鍵な
ど）の実現
・映像だけでなく、人に類似した形状のロボット
を用いた、相手への臨場感の提供の実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・状況に応じ、自動車そ
のものが自動対応

同左 同左

ロボットやエー
ジェント技術に
よるインタラク
ティブサービス

・ロボットを用いることで、通信の相手方に対
し、高い臨場感の付与の実現
・ロボットやエージェント技術を用いることで、
満足感の高いサービスの実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・車の運転者や歩行者な
ど、提示情報を注視でき
ないことを前提とした、イ
ンタラクティブな情報の提
示

同左 同左

⑤
　
提
示

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基
礎技術の研究開発については、領
域を問わず、国としての支援・国立
研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会
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⑥-Ⅰ

ａ）多種多様なセンサーによ
るインフラの管理

ｂ）自然災害の発生のリア
ルタイムの把握

ｃ）的確な避難誘導の実現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種多
様なセンサーを設置し、劣
化状況等をリアルタイムに
把握。効率的かつ合理的な
維持管理を実現

・多様な気象情報をリアルタ
イムかつ稠密に収集。気象
災害に備えるとともに、天候
を踏まえた農作業のアドバ
イスなど、気象状況に合わ
せた社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避難
に必要な情報の収集を通じ
た、災害時の的確な避難誘
導

情報の取得か
ら提供まで、一
貫した認証の
提供

・多様な通信環境において、適切な本人確認
技術の実現
・証明書等の発行・無効化に関する公的な保
証の確立

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・証明書等にかかる公的機関の役割の
検討

情報の改ざん
や漏洩を防ぐと
ともに、情報の
完全性を証明

・より強固な、暗号技術（伝送時用及び保存時
用）の実現
・現状の暗号と同等の強固さを維持しつつ、よ
り軽い暗号技術（同上）の実現
・原理的に盗聴・傍受が不可能となる、量子鍵
配送技術の実現（ファイバー／空間）

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

故意の妨害行
為や、操作過
誤からシステ
ム・サービスを
守るフェイル
セーフ技術

・サイバー攻撃の悪影響を排除すべく、情報
通信システムの高度化
・システムの異常検知技術、事故からの復旧
技術などの高度化

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

個々の技術及
びトータルシス
テムに対する安
全性の客観的
な評価

・個々の技術に対する評価・認証の実現
・様々な技術を統合した機器やシステムの解
析・評価システムの実現

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討

プライバシーを
含む情報保護

・情報提供者が期待する情報を保護する技術
の実現
・情報の保護にかかる機器やシステムの認証
の実現
・情報活用とプライバシー保護を両立する
データ取り扱いルールの確立
・これらにより、情報のオープン化も容易に

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討
・情報利用ルールの検討

⑥
　
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

（
安
心
安
全
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
実
現

）

・センサーデータを窃取され
ないための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされな
い技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術

・センサーデータを窃取され
ないための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされな
い技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
しない技術

・防犯カメラ等の情報を窃
取されないための技術
・防犯カメラ等の情報から、
個人情報を保護する技術
・伝送経路において、収集
中の情報や、避難誘導情報
を改ざんされない技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
しない技術

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技
術の研究開発については、領域を問わ
ず、国としての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会

21



⑥-Ⅱ

ｄ）オンデマンドなサービス
提供を実現するニーズ把握

ｅ）ライフログ解析による、必
要なサービスの適時提供

ｆ）様々な情報を、誰にも、わ
かりやすく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデマ
ンドな乗り合い交通手段
・デジタルサイネージや
ユーザー保有端末への適
時の情報提供

・ 日々の買い物や移動など
の記録（ライフログ）の適切
な者への適切な提供によ
る、便利で快適なサービス
享受の実現

・臨場感の高い情報の提示
・自動翻訳や自動要約によ
り、受け手にわかりやすい
情報の提示

情報の取得か
ら提供まで、一
貫した認証の
提供

・多様な通信環境において、適切な本人確認
技術の実現
・証明書等の発行・無効化に関する公的な保
証の確立

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・証明書等にかかる公的機関の役割の
検討

情報の改ざん
や漏洩を防ぐと
ともに、情報の
完全性を証明

・より強固な、暗号技術（伝送時用及び保存時
用）の実現
・現状の暗号と同等の強固さを維持しつつ、よ
り軽い暗号技術（同上）の実現
・原理的に盗聴・傍受が不可能となる、量子鍵
配送技術の実現（ファイバー／空間）

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

故意の妨害行
為や、操作過
誤からシステ
ム・サービスを
守るフェイル
セーフ技術

・サイバー攻撃の悪影響を排除すべく、情報
通信システムの高度化
・システムの異常検知技術、事故からの復旧
技術などの高度化

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

個々の技術及
びトータルシス
テムに対する安
全性の客観的
な評価

・個々の技術に対する評価・認証の実現
・様々な技術を統合した機器やシステムの解
析・評価システムの実現

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討

プライバシーを
含む情報保護

・情報提供者が期待する情報を保護する技術
の実現
・情報の保護にかかる機器やシステムの認証
の実現
・情報活用とプライバシー保護を両立する
データ取り扱いルールの確立
・これらにより、情報のオープン化も容易に

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討
・情報利用ルールの検討

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術

⑥
　
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

（
安
心
安
全
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
実
現

）

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技
術の研究開発については、領域を問わ
ず、国としての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン
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⑥-Ⅲ

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによる健
康的な生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、ど
こからでも、どこへでも社会
参画できる、極めて臨場感
の高い（超高精細、３D、触
覚通信などを実現した）テレ
ワーク環境の整備

・ 医療機関や介護施設など
が、在宅者の体調を、遠隔
からリアルタイムに把握可
能とするセンサー群及び分
析システムの提供
・在宅医療を実現する、遠
隔診断システム（可能であ
れば遠隔診療システム）の
提供

・ 脳情報通信技術などによ
る、効果的なリハビリテー
ション医療の提供

情報の取得か
ら提供まで、一
貫した認証の
提供

・多様な通信環境において、適切な本人確認
技術の実現
・証明書等の発行・無効化に関する公的な保
証の確立

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・証明書等にかかる公的機関の役割の
検討

情報の改ざん
や漏洩を防ぐと
ともに、情報の
完全性を証明

・より強固な、暗号技術（伝送時用及び保存時
用）の実現
・現状の暗号と同等の強固さを維持しつつ、よ
り軽い暗号技術（同上）の実現
・原理的に盗聴・傍受が不可能となる、量子鍵
配送技術の実現（ファイバー／空間）

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

故意の妨害行
為や、操作過
誤からシステ
ム・サービスを
守るフェイル
セーフ技術

・サイバー攻撃の悪影響を排除すべく、情報
通信システムの高度化
・システムの異常検知技術、事故からの復旧
技術などの高度化

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

個々の技術及
びトータルシス
テムに対する安
全性の客観的
な評価

・個々の技術に対する評価・認証の実現
・様々な技術を統合した機器やシステムの解
析・評価システムの実現

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討

プライバシーを
含む情報保護

・情報提供者が期待する情報を保護する技術
の実現
・情報の保護にかかる機器やシステムの認証
の実現
・情報活用とプライバシー保護を両立する
データ取り扱いルールの確立
・これらにより、情報のオープン化も容易に

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討
・情報利用ルールの検討

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術（「体調」という
極めてセンシティブな個人
情報を扱うことから、他の領
域に比して極めて高いセ
キュリティレベルが必要）
・遠隔診療などに当たって
は、ホン領域の中でも特に
高いフェイルセーフ技術が
必要

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術（「脳情報」とい
う極めてセンシティブな個人
情報を扱うことから、他の領
域に比して極めて高いセ
キュリティレベルが必要）

⑥
　
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

（
安
心
安
全
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
実
現

）

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技
術の研究開発については、領域を問わ
ず、国としての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会
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⑥-Ⅳ

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況（交通
量、信号の状況や通行の可
否、路面の状況など）につ
いてリアルタイムに把握し、
歩行者や自動車などに、必
要な情報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、それ
ぞれの位置や取っている
（取る予定である）行動にか
かる情報を、周囲の歩行者
や自動車に提供
・事故に繋がる危険性があ
る場合には、車の自動停止
などの回避行動を自動的に
実施

・ 自動車は、提供された情
報や、自らに搭載されたセ
ンサーによる情報を元に、
速度や進行方向などを自律
的に決定（自動運転の実
現）

情報の取得か
ら提供まで、一
貫した認証の
提供

・多様な通信環境において、適切な本人確認
技術の実現
・証明書等の発行・無効化に関する公的な保
証の確立

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・証明書等にかかる公的機関の役割の
検討

情報の改ざん
や漏洩を防ぐと
ともに、情報の
完全性を証明

・より強固な、暗号技術（伝送時用及び保存時
用）の実現
・現状の暗号と同等の強固さを維持しつつ、よ
り軽い暗号技術（同上）の実現
・原理的に盗聴・傍受が不可能となる、量子鍵
配送技術の実現（ファイバー／空間）

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

故意の妨害行
為や、操作過
誤からシステ
ム・サービスを
守るフェイル
セーフ技術

・サイバー攻撃の悪影響を排除すべく、情報
通信システムの高度化
・システムの異常検知技術、事故からの復旧
技術などの高度化

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

個々の技術及
びトータルシス
テムに対する安
全性の客観的
な評価

・個々の技術に対する評価・認証の実現
・様々な技術を統合した機器やシステムの解
析・評価システムの実現

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討

プライバシーを
含む情報保護

・情報提供者が期待する情報を保護する技術
の実現
・情報の保護にかかる機器やシステムの認証
の実現
・情報活用とプライバシー保護を両立する
データ取り扱いルールの確立
・これらにより、情報のオープン化も容易に

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討
・情報利用ルールの検討

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技
術の研究開発については、領域を問わ
ず、国としての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

⑥
　
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

（
安
心
安
全
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
実
現

）

・センサーデータを窃取され
ないための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされな
い技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術

・センサーデータを窃取され
ないための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされな
い技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術

・センサーデータを窃取され
ないための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされな
い技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術
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Ⅰ-①

ａ）多種多様なセンサー
によるインフラの管理

ｂ）自然災害の発生のリ
アルタイムの把握

ｃ）的確な避難誘導の実
現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種
多様なセンサーを設置
し、劣化状況等をリアル
タイムに把握。効率的か
つ合理的な維持管理を
実現

・多様な気象情報をリア
ルタイムかつ稠密に収
集。気象災害に備えると
ともに、天候を踏まえた
農作業のアドバイスな
ど、気象状況に合わせた
社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避
難に必要な情報の収集
を通じた、災害時の的確
な避難誘導

既存のセン
サー

・画像素子については、すでに素子のサイズが光の波
長と同程度に（小型化の限界）。今後は、多素子化、色
空間の高分解能化、高感度化や波長域の拡大（近赤
外、遠赤外や紫外）など、人の目の代わりではなく、セン
サーとして発展
・その他、音響、温度、気圧、振動、湿度、粒子（ＰＭ２．
５やほこり、花粉など）など、多種多様なセンサー素子が
存在。これらについても、小型化、省電力化などが進展
・これらがウェアラブルになることで、人の健康データに
ついてもリアルタイム収集が容易に

・センサーそのものの開発について
は、民間の取り組みが主
・実証実験を通じた要求仕様の明確
化など、システムの利用者として、国
等が主体的取組みをすることを期待

－

新たなセンサー
・表情の分析や脳情報の測定などにより、サービスが利
用者の期待に沿って提供されているか分析可能に

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

－

センサーシステ
ム

・位置情報システムについては、ＧＰＳや実用準天頂衛
星システムだけでなく、無線ＬＡＮ等の電波を利用するも
の、電波の反射を利用するものなど、多種多様なシステ
ムが実現
・併せて、相対的な位置を測定するレーダについても、
より精緻な位置情報や移動状況、測定対象の状況な
ど、多様な情報の把握の実現
・多様なシステムにより把握・蓄積された情報が、ビッグ
データとして解析されることで、様々な状況の把握の実
現

・準天頂衛星システムのように、社会
の共通基盤となるシステムについて
は、国がサービス提供者になることも
ある
・国がシステムの利用者、サービスの
提供者となる場合には、実証実験を
通じた要求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待

・インフラの状況を総合
的に把握可能とする、多
数のセンサーのシステム
化

・社会に多数存在する多
様なデバイスの情報と位
置情報を紐付け、セン
サーデータとして活用し、
一つのシステムとして運
用可能に
・多数のレーダなどを組
み合わせることによる、
観測の高精度化、高頻
度観測化

・平時に別目的で用いて
いるセンサー（防犯カメラ
など）の情報を集約し、
状況把握に活用

新たな人→機
器への入力イ
ンターフェイス
（指示機構）

・会話や動作など、より自然なアクションで機器への指
示ができる、多種多様なインターフェイスの実現

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

・可搬型センサーの操作
にかかる、自然なイン
ターフェイスの実現

－

・避難所情報など、人に
よる入力が必要な情報
の入力容易化及び入力
ミスを気付きやすくする
仕組みの提供

①
情
報
の
取
得

・構造物の劣化状況を把
握するための多様なセン
サー（振動、ひずみ、画
像、音響など）の実用化・
低廉化
・併せてこれらセンサー
のうち、据付型について
は、構造物の現状の定
期点検程度の期間につ
いて、メンテナンスフリー
となることが必要

・屋外の情報を収集する
ための対候性を有したセ
ンサーの低廉化及び無
給電で動作可能な低廉
化
・気象観測レーダ（雲、
風、雨など）の高精度
化、高頻度観測化、劇的
な低廉化

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎
技術の研究開発については、領域を
問わず、国としての支援・国立研究開
発法人による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会

1
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Ⅰ-②

ａ）多種多様なセンサーによ
るインフラの管理

ｂ）自然災害の発生のリアルタイム
の把握

ｃ）的確な避難誘導の実現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種多
様なセンサーを設置し、劣
化状況等をリアルタイムに
把握。効率的かつ合理的な
維持管理を実現

・多様な気象情報をリアルタイムか
つ稠密に収集。気象災害に備える
とともに、天候を踏まえた農作業の
アドバイスなど、気象状況に合わせ
た社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避難に必要
な情報の収集を通じた、災害時の
的確な避難誘導

大容量のデー
タから必要な情
報のみを抽出
する、認識技術

・画像認識による、人物像や文字、標識等の
抜粋、人や物の状態の認識

・民間の取り組みが主

・画像等のセンサーデータ
からの、インフラの老朽化
状況等にかかる情報（傷の
場所、大きさ、深さなど）の
抽出

・画像等のセンサーデータからの、
有意な情報（雲や有視界距離など）
の抽出

・防犯カメラ等のデータから、大まか
な人の流れの抽出
・鉄道などの運行情報や道路の渋
滞状況などからの、避難誘導に必
要な情報の抽出

小容量のデー
タを束ね、効率
的に伝送する
技術

・情報のリアルタイム性を踏まえつつ、情報を
（通信、エネルギー両面から）効率的に伝送

・通信システムとの整合性が
求められることから、標準化が
肝要であり、標準化活動への
国の支援が望ましい

・センサーデータを集約の
上、散発的に伝送

同左 同左

ニーズに応じた
圧縮技術

・８ｋ映像を代表とする、膨大な情報量を持つ
映像や画像（立体映像を含む）の高圧縮技術
の実現
・ビッグデータ解析などに適用可能な、可逆性
の高い圧縮技術の実現
・センサーの発達に伴い、可視光以外も念頭
に置いた圧縮技術の実現

・無線通信を前提とした場合、
周波数資源の効率的利用に
資することから、国プロとして
の取組みもありうる
・標準化が必須の領域であり、
標準化活動への国の支援が
望ましい

・有意な圧縮率を持ちつつ
も、分析に必要な情報は潰
さない圧縮

同左 －

情報の種別に
応じて、適切
に、暗号化・匿
名化を行う技術

・アクセス制御を含め、情報要求元に応じて適
切な情報を提供
ＴＰＯに応じた暗号化

・社会の要求水準と比して、利
用可能な技術水準が劣る場
合、国プロとしての取組みもあ
りうる

・悪意の者にセンサーデー
タを窃取されないためのア
クセス制御、暗号化

同左 同左

利用者の状況
に応じた、情報
の集約や、提
示方法、提示
先の自動選択

・利用者が必要な情報を、その必要度に応じ
て、提示方法や提示先を選定
・膨大な情報を、利用者によりわかりやすく提
示すべく、情報の集約やレイアウトを実施

・デファクトスタンダードによ
り、多様なサービスに多大な
影響を及ぼす可能性が高い
領域であり、集中的な支援が
あり得る

・膨大なセンサーデータの
集約的な情報提示

・複合的な気象情報の横断的な提
示

・多種・多様な情報から、情報を提
示する場所や、被災者の状況に応
じて、必要な情報を抽出して提示
・被災者のプロパティに応じた、情
報の自動変換（翻訳や、情報の簡
素化など）

②
　
情
報
の
符
号
化
・
復
号
化

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組
み（基礎技術の研究開発につ
いては、領域を問わず、国とし
ての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会

2



Ⅰ-③

ａ）多種多様なセンサーによるインフラの
管理

ｂ）自然災害の発生のリアルタイム
の把握

ｃ）的確な避難誘導の実現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種多様なセンサー
を設置し、劣化状況等をリアルタイムに
把握。効率的かつ合理的な維持管理を
実現

・多様な気象情報をリアルタイムか
つ稠密に収集。気象災害に備えると
ともに、天候を踏まえた農作業のア
ドバイスなど、気象状況に合わせた
社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避難に必要な
情報の収集を通じた、災害時の的
確な避難誘導

比較的近接した
機器間での無
線通信技術

・無圧縮の８ｋ映像（毎秒１００ギガビット級）を
伝送可能な機器間通信の実現
・ウェアラブル端末（センサ含む）間を接続す
る、省エネもしくは高速通信に対応したボ
ディーエリアネットワーク技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要。

－ － －

機器とホーム
ゲートウェイ等
を接続するため
の無線通信技
術

・数ギガ～数十ギガｂｐｓ級の無線ＬＡＮ技術
（公衆アクセス系も念頭）の実現
・長期間電池の交換が不要、もしくは回収エネ
ルギーのみで動作可能な、極めて低消費電力
な無線通信技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要
・国がシステムの利用者となることが想定され
る場合には、その要求仕様実現のために国プ
ロとしての取組みもありうる。

・据付型センサーとゲートウェイを結ぶ、
構造物の現状の定期点検程度の期間メ
ンテナンスフリーとなる、極低消費電力通
信方式
・災害時でも重要なセンサーの情報を収
集可能とする堅牢な通信方式

・センサーとゲートウェイを結ぶ、比
較的長時間メンテナンスフリーとな
るて、低消費電力通信方式
・災害時でも重要なセンサーの情報
を収集可能と刷る堅牢な通信方式

・情報提示装置（被災者所有の端末
など）とゲートウェイを結ぶ、多数端
末を同時認証可能な通信方式

多様な通信
ニーズを満たす
超高速アクセス
技術

・数ギガｂｐｓ級の無線アクセス技術及び数十
ギガｂｐｓ級の光アクセス技術の実現
・高速な技術だけでなく、低廉にユーザーを収
容可能なアクセス網技術も同時に発展
・８ｋ映像による放送を実現する、大容量放送
方式の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要

・ゲートウェイと通信基地局等を結ぶ、低
廉なアクセス技術
・災害時でも重要なセンサーの情報を収
集可能とする堅牢な通信方式

・同左（自然災害の把握の観点か
ら、例えば、遠洋における津波の観
測データのリアルタイム伝送の観点
からを実現する衛星通信技術を含
む）

・ブロードキャスト機能などを活用し
た、極めて多数の端末への同時に
情報提供可能な通信方式

コア･バックボー
ン

・膨大な通信ニーズを満たす、ファイバー１本
当たり数Ｔｂｐｓの超高速光通信技術

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、日本が強みを有する領域であり、国
際競争力を確保する観点から、引き続き国プ
ロとしての取組みもあり得る

・極少量かつ極多量のパケットを伝送可
能な、超高速通信技術
・災害時でも重要なセンサーの情報を収
集可能とする堅牢な通信方式

・同左（自然災害の把握の観点か
ら、例えば、遠洋における津波の観
測データのリアルタイム伝送の観点
からを実現する衛星通信技術を含
む）

・災害時でも、重要なセンサーの情
報を収集可能とし、また重要な避難
情報などを配信可能とする堅牢な
通信方式

ネットワーク制
御技術

・多様なアクセス網をシームレスに収容可能な
有無線統合ネットワーク技術の実現
・多様な通信需要（センサー等小容量かつ多
数の通信需要と、動画配信等大容量かつ比較
的少数の通信需要など）に対し、多様なネット
ワークを組み合わせることで、災害時などで
も、円滑に通信需要に対応可能とする、ネット
ワーク仮想化技術の実現
・多様な通信方式に対応し、シームレスに通信
サービスを提供するアクセスポイント技術
・変動する通信需要に対応するための、柔軟
に容量の変更ができるアクセス網設計技術及
び基地局制御技術の実現

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、現状のインターネットの技術の延長
では、対応に限界が見えつつあることから、全
く新しい方式を生み出すことが求められてお
り、民間のみによる取組みでは対応に限界が
あることから、国プロとしての取組みもあり得
る。

・極少量かつ極多量のパケットの経路制
御が可能な、制御技術
・災害時でも重要なセンサーの情報を収
集可能とする堅牢な通信方式

同左

・災害時でも、重要なセンサーの情
報や避難誘導に必要な情報を収集
可能とし、また重要な避難情報など
を配信可能とする堅牢な通信方式

③
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会

3



Ⅰ-④

ａ）多種多様なセンサーによるイ
ンフラの管理

ｂ）自然災害の発生のリアルタイ
ムの把握

ｃ）的確な避難誘導の実現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種多様な
センサーを設置し、劣化状況等を
リアルタイムに把握。効率的かつ
合理的な維持管理を実現

・多様な気象情報をリアルタイム
かつ稠密に収集。気象災害に備
えるとともに、天候を踏まえた農
作業のアドバイスなど、気象状況
に合わせた社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避難に必
要な情報の収集を通じた、災害
時の的確な避難誘導

情報の完全性、
可要性の確保

・クラウドコンピューティング技術の発展によ
り、情報の保管場所を個々のサービス利用者
は意識することが不要に
・災害時など、必要なときに必要な情報が得ら
れるよう、保管場所の分散の自動化など、情報
の完全性を確保の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

・災害時でも重要なセンサーの情
報を収集可能とする堅牢な通信
方式
・災害時でもインフラ維持管理の
機関から災害対応機関に対し、イ
ンフラの状況について伝達可能
な堅牢な通信方式

・災害時でも重要なセンサーの情
報を収集可能とする堅牢な通信
方式
・災害時に災害対応機関と被災
地域とで双方向通信可能な、堅
牢の通信方式、又は至急に通信
経路を確保する通信方式

・災害時でも、重要なセンサーの
情報や避難誘導に必要な情報を
収集可能とし、また避難にかかる
情報などを配信可能とする堅牢
な通信方式

様々な場所に
保管された情報
から、必要な情
報を抽出する
技術

・様々な場所に保管された情報から、必要な情
報を現実的な時間内に抽出する技術

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

・災害時でも重要なセンサーの履
歴情報を収集可能とする堅牢な
通信方式

・災害時でも重要なセンサーの履
歴情報を収集可能とする堅牢な
通信方式

・災害時でも避難誘導に必要な
情報（道路地図、ＧＩＳ情報など）
を収集可能とする堅牢な通信方
式

個々のデータ
から有意な情
報を抽出する
技術

・人の様子の把握など、確実な見守りサービス
の実現
・標識などの自動認識による、人による情報見
落としの補完の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

・画像等のセンサーデータから
の、インフラの老朽化状況等にか
かる情報（傷の場所、大きさ、深
さなど）の抽出

－ －

自動学習技術

・大量の蓄積情報との対比により、有意な結論
を得る技術が発展
・自動翻訳技術や、自動要約技術、関連情報
の自動抽出の実現
・医師への問診の支援など、専門家による分
析の支援システムの実現

・ビジネスベースに乗りにくい領域については、
国や国立研究開発法人による、ベースデータ
の収集・提供が必要

・大量のセンサーデータから、イ
ンフラの老朽化状況等を総合的
に把握し、必要な維持管理方策
等を提案する技術

・発生している事象からの、とる
べき対応策の推測（被災時だけ
でなく、平時のアドバイス提示も）

多種多様かつ
大量なデータを
統合・解析する
「ビッグデータ」

・様々な状況における、人・モノの移動予測が
可能となることで、人・モノに適切な情報・イン
センティブの提供による、渋滞の（すく）ない快
適な社会の実現
インフラ等の劣化をリアルタイムに予測・把握
することで、効率的かつ効果的なインフラ維持
管理の実現
・健康データの活用による、自動健康診断か
ら、疾病リスク・感染症発生予測に基づく事前
対策など、より健康で居られる社会の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

・大量のセンサーデータから、イ
ンフラの老朽化状況等を総合的
に把握する技術

・多様なセンサーからの情報を多
角的な分析による、発生している
事象を推測する技術

④
　
処
理
・
分
析
・
制
御
・
蓄
積
等

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会
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Ⅰ-⑤

ａ）多種多様なセンサー
によるインフラの管理

ｂ）自然災害の発生のリ
アルタイムの把握

ｃ）的確な避難誘導の実
現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種
多様なセンサーを設置
し、劣化状況等をリアル
タイムに把握。効率的か
つ合理的な維持管理を
実現

・多様な気象情報をリア
ルタイムかつ稠密に収
集。気象災害に備えると
ともに、天候を踏まえた
農作業のアドバイスな
ど、気象状況に合わせた
社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避
難に必要な情報の収集
を通じた、災害時の的確
な避難誘導

臨場感のある
情報の提示

・超高精細映像など、映像の解像度、色分解
能などの向上により、より臨場感のある情報
提示の実現
・併せて、音響についても、多様な位置情報セ
ンサーシステムが発展することにより、より臨
場感のある音響情報提示の実現
・立体映像についても、多視点、多人数への
対応が進むことにより、容易に活用可能に

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

－

多様なユー
ザーインター
フェイス

・メガネ型ディスプレイに代表される新たな
ユーザーインターフェイスが多種多様に出現
・実体験とサイバー空間からの体験を融合し
た新たな体験の実現
・ウェアラブルデバイスや空調などが連携し、
振動や温度、痛みなど、多種多様な感覚を刺
激することによる、新たな体験の実現
・言葉の壁にとらわれることなく、自然な対話
により多様な情報にアクセス可能とするユー
ザーインターフェイスの実現

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・避難誘導情報の適切な
提示

ロボットによる
実空間へのア
ウトプット

・ロボット（操作される機器）を用いた、サイ
バー空間から実空間への影響の直接行使（家
から１０ｍ離れると自動的にロックされる鍵な
ど）の実現
・映像だけでなく、人に類似した形状のロボット
を用いた、相手への臨場感の提供の実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・アドバイス情報に基づ
く、実空間への自動的な
アウトプット（危険な経路
の封鎖など）もありえる

・アドバイス情報に基づ
く、実空間への自動的な
アウトプット（危険な経路
の封鎖など）もありえる

－

ロボットやエー
ジェント技術に
よるインタラク
ティブサービス

・ロボットを用いることで、通信の相手方に対
し、高い臨場感の付与の実現
・ロボットやエージェント技術を用いることで、
満足感の高いサービスの実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・インフラ管理者との自動
的なやり取りを通じた、よ
り必要な情報の絞込み

・インフラ管理者との自動
的なやり取りを通じた、よ
り必要な情報の絞込み

・避難者との自動的なや
り取りを通じた、より必要
な情報の絞込み

⑤
　
提
示

・膨大なセンサーデータ、
アドバイス情報の集約的
な情報提示

・膨大なセンサーデータ、
アドバイス情報の集約的
な情報提示

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基
礎技術の研究開発については、領
域を問わず、国としての支援・国立
研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会
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Ⅰ-⑥

ａ）多種多様なセンサーによ
るインフラの管理

ｂ）自然災害の発生のリア
ルタイムの把握

ｃ）的確な避難誘導の実現

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ あらゆる構造物に多種多
様なセンサーを設置し、劣
化状況等をリアルタイムに
把握。効率的かつ合理的な
維持管理を実現

・多様な気象情報をリアルタ
イムかつ稠密に収集。気象
災害に備えるとともに、天候
を踏まえた農作業のアドバ
イスなど、気象状況に合わ
せた社会経済活動を実現

・人の流れの把握や、避難
に必要な情報の収集を通じ
た、災害時の的確な避難誘
導

情報の取得か
ら提供まで、一
貫した認証の
提供

・多様な通信環境において、適切な本人確認
技術の実現
・証明書等の発行・無効化に関する公的な保
証の確立

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・証明書等にかかる公的機関の役割の
検討

情報の改ざん
や漏洩を防ぐと
ともに、情報の
完全性を証明

・より強固な、暗号技術（伝送時用及び保存時
用）の実現
・現状の暗号と同等の強固さを維持しつつ、よ
り軽い暗号技術（同上）の実現
・原理的に盗聴・傍受が不可能となる、量子鍵
配送技術の実現（ファイバー／空間）

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

故意の妨害行
為や、操作過
誤からシステ
ム・サービスを
守るフェイル
セーフ技術

・サイバー攻撃の悪影響を排除すべく、情報
通信システムの高度化
・システムの異常検知技術、事故からの復旧
技術などの高度化

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

個々の技術及
びトータルシス
テムに対する安
全性の客観的
な評価

・個々の技術に対する評価・認証の実現
・様々な技術を統合した機器やシステムの解
析・評価システムの実現

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討

プライバシーを
含む情報保護

・情報提供者が期待する情報を保護する技術
の実現
・情報の保護にかかる機器やシステムの認証
の実現
・情報活用とプライバシー保護を両立する
データ取り扱いルールの確立
・これらにより、情報のオープン化も容易に

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討
・情報利用ルールの検討

⑥
　
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

（
安
心
安
全
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
実
現

）

・センサーデータを窃取され
ないための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされな
い技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術

・センサーデータを窃取され
ないための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされな
い技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
しない技術

・防犯カメラ等の情報を窃
取されないための技術
・防犯カメラ等の情報から、
個人情報を保護する技術
・伝送経路において、収集
中の情報や、避難誘導情報
を改ざんされない技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
しない技術

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技
術の研究開発については、領域を問わ
ず、国としての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅰ　災害を未然に防ぐ社会
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Ⅱ-①

ｄ）オンデマンドなサービ
ス提供を実現するニーズ
把握

ｅ）ライフログ解析によ
る、必要なサービスの適
時提供

ｆ）様々な情報を、誰に
も、わかりやすく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデ
マンドな乗り合い交通手
段
・デジタルサイネージや
ユーザー保有端末への
適時の情報提供

・ 日々の買い物や移動
などの記録（ライフログ）
の適切な者への適切な
提供による、便利で快適
なサービス享受の実現

・臨場感の高い情報の提
示
・自動翻訳や自動要約に
より、受け手にわかりや
すい情報の提示

既存のセン
サー

・画像素子については、すでに素子のサイズが光の波
長と同程度に（小型化の限界）。今後は、多素子化、色
空間の高分解能化、高感度化や波長域の拡大（近赤
外、遠赤外や紫外）など、人の目の代わりではなく、セン
サーとして発展
・その他、音響、温度、気圧、振動、湿度、粒子（ＰＭ２．
５やほこり、花粉など）など、多種多様なセンサー素子が
存在。これらについても、小型化、省電力化などが進展
・これらがウェアラブルになることで、人の健康データに
ついてもリアルタイム収集が容易に

・センサーそのものの開発について
は、民間の取り組みが主
・実証実験を通じた要求仕様の明確
化など、システムの利用者として、国
等が主体的取組みをすることを期待

－ －

新たなセンサー
・表情の分析や脳情報の測定などにより、サービスが利
用者の期待に沿って提供されているか分析可能に

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

－

・臨場感の高い情報（超
高精細映像、立体映像
など）を取得する新たな
センサー

センサーシステ
ム

・位置情報システムについては、ＧＰＳや実用準天頂衛
星システムだけでなく、無線ＬＡＮ等の電波を利用するも
の、電波の反射を利用するものなど、多種多様なシステ
ムが実現
・併せて、相対的な位置を測定するレーダについても、よ
り精緻な位置情報や移動状況、測定対象の状況など、
多様な情報の把握の実現
・多様なシステムにより把握・蓄積された情報が、ビッグ
データとして解析されることで、様々な状況の把握の実
現

・準天頂衛星システムのように、社会
の共通基盤となるシステムについて
は、国がサービス提供者になることも
ある
・国がシステムの利用者、サービスの
提供者となる場合には、実証実験を
通じた要求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待

・位置情報システムは、
ＧＰＳなどのグローバル
なものだけでなく、建物
内に設置された無線ＬＡ
Ｎの受信強度などに局所
的な手段など、多様化

－ －

新たな人→機
器への入力イ
ンターフェイス
（指示機構）

・会話や動作など、より自然なアクションで機器への指示
ができる、多種多様なインターフェイスの実現

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

・ウェアラブル端末による
様々なバイタルデータ
や、カメラ画像などによる
「感情」の利用
・位置情報そのものを指
示としての利用（タクシー
乗り場への一定時間の
滞在など）

－ －

①
情
報
の
取
得

・スマートフォンや携帯電
話、パソコンなど、ユー
ザーが利用する多種多
様な端末に搭載される機
能をセンサーとして活用

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎
技術の研究開発については、領域を
問わず、国としての支援・国立研究開
発法人による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン
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Ⅱ-②

ｄ）オンデマンドなサービス
提供を実現するニーズ把握

ｅ）ライフログ解析による、必要な
サービスの適時提供

ｆ）様々な情報を、誰にも、わかりや
すく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデマ
ンドな乗り合い交通手段
・デジタルサイネージや
ユーザー保有端末への適
時の情報提供

・ 日々の買い物や移動などの記録
（ライフログ）の適切な者への適切
な提供による、便利で快適なサービ
ス享受の実現

・臨場感の高い情報の提示
・自動翻訳や自動要約により、受け
手にわかりやすい情報の提示

大容量のデー
タから必要な情
報のみを抽出
する、認識技術

・画像認識による、人物像や文字、標識等の
抜粋、人や物の状態の認識

・民間の取り組みが主

・表情などからの感情情報
の抽出
・視線情報などからの、注
目している対象の抽出

－ －

小容量のデー
タを束ね、効率
的に伝送する
技術

・情報のリアルタイム性を踏まえつつ、情報を
（通信、エネルギー両面から）効率的に伝送

・通信システムとの整合性が
求められることから、標準化が
肝要であり、標準化活動への
国の支援が望ましい

－ － －

ニーズに応じた
圧縮技術

・８ｋ映像を代表とする、膨大な情報量を持つ
映像や画像（立体映像を含む）の高圧縮技術
の実現
・ビッグデータ解析などに適用可能な、可逆性
の高い圧縮技術の実現
・センサーの発達に伴い、可視光以外も念頭
に置いた圧縮技術の実現

・無線通信を前提とした場合、
周波数資源の効率的利用に
資することから、国プロとして
の取組みもありうる
・標準化が必須の領域であり、
標準化活動への国の支援が
望ましい

－ －
・膨大な情報量を持つ、映像や画像
（立体映像含む）、音声情報の高圧
縮技術

情報の種別に
応じて、適切
に、暗号化・匿
名化を行う技術

・アクセス制御を含め、情報要求元に応じて適
切な情報を提供
ＴＰＯに応じた暗号化

・社会の要求水準と比して、利
用可能な技術水準が劣る場
合、国プロとしての取組みもあ
りうる

・利用者が提供を同意した
情報のみを、同意先に限っ
て提供（当該同意につい
て、利用者が理解しやすく、
かつ簡便に実施）

同左 －

利用者の状況
に応じた、情報
の集約や、提
示方法、提示
先の自動選択

・利用者が必要な情報を、その必要度に応じ
て、提示方法や提示先を選定
・膨大な情報を、利用者によりわかりやすく提
示すべく、情報の集約やレイアウトを実施

・デファクトスタンダードによ
り、多様なサービスに多大な
影響を及ぼす可能性が高い
領域であり、集中的な支援が
あり得る

・利用者の状況に応じて、
サイネージやユーザー保有
端末を適切に選択した情報
提示

－
・利用者の属性に応じて、自動翻訳
や自動要約による情報の変換

②
　
情
報
の
符
号
化
・
復
号
化

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組
み（基礎技術の研究開発につ
いては、領域を問わず、国とし
ての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン
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Ⅱ-③

ｄ）オンデマンドなサービス提供を実現す
るニーズ把握

ｅ）ライフログ解析による、必要な
サービスの適時提供

ｆ）様々な情報を、誰にも、わかりや
すく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデマンドな乗り合い
交通手段
・デジタルサイネージやユーザー保有端
末への適時の情報提供

・ 日々の買い物や移動などの記録
（ライフログ）の適切な者への適切
な提供による、便利で快適なサービ
ス享受の実現

・臨場感の高い情報の提示
・自動翻訳や自動要約により、受け
手にわかりやすい情報の提示

比較的近接した
機器間での無
線通信技術

・無圧縮の８ｋ映像（毎秒１００ギガビット級）を
伝送可能な機器間通信の実現
・ウェアラブル端末（センサ含む）間を接続す
る、省エネもしくは高速通信に対応したボ
ディーエリアネットワーク技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要。

・利用者の保有端末に、無圧縮の動画な
どを伝送可能な、超高速伝送技術
・ウェアラブル端末の情報を、利用者もつ
情報集約端末へ伝送するボディーエリア
ネットワーク技術

－

・例えば無圧縮の８ｋ映像（毎秒１０
０ギガビット級）などを、復号化装置
から提示装置へ、又は撮像装置か
ら記録装置へと伝送する、超高速
伝送技術
・ウェアラブルな提示装置を利用す
る場合のボディーエリアネットワーク
技術

機器とホーム
ゲートウェイ等
を接続するため
の無線通信技
術

・数ギガ～数十ギガｂｐｓ級の無線ＬＡＮ技術
（公衆アクセス系も念頭）の実現
・長期間電池の交換が不要、もしくは回収エネ
ルギーのみで動作可能な、極めて低消費電力
な無線通信技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要
・国がシステムの利用者となることが想定され
る場合には、その要求仕様実現のために国プ
ロとしての取組みもありうる。

・利用者の保有端末とゲートウェイを結
ぶ、多数端末を同時認証可能な通信方
式

－

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の
高い映像・音声信号などを複数伝
送可能な、極めて高速な無線アクセ
ス通信技術

多様な通信
ニーズを満たす
超高速アクセス
技術

・数ギガｂｐｓ級の無線アクセス技術及び数十
ギガｂｐｓ級の光アクセス技術の実現
・高速な技術だけでなく、低廉にユーザーを収
容可能なアクセス網技術も同時に発展
・８ｋ映像による放送を実現する、大容量放送
方式の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要

・廉価なアクセス網技術 －

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の
高い映像・音声信号などを、多数伝
送可能な、極めて高速なアクセス通
信技術

コア･バックボー
ン

・膨大な通信ニーズを満たす、ファイバー１本
当たり数Ｔｂｐｓの超高速光通信技術

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、日本が強みを有する領域であり、国
際競争力を確保する観点から、引き続き国プ
ロとしての取組みもあり得る

・多様な情報をリアルタイムに伝送でき
る、高速なコア･バックボーン技術

－

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の
高い映像・音声信号などを、極めて
多数伝送可能な、テラｂｐｓ級の通
信技術

ネットワーク制
御技術

・多様なアクセス網をシームレスに収容可能な
有無線統合ネットワーク技術の実現
・多様な通信需要（センサー等小容量かつ多
数の通信需要と、動画配信等大容量かつ比較
的少数の通信需要など）に対し、多様なネット
ワークを組み合わせることで、災害時などで
も、円滑に通信需要に対応可能とする、ネット
ワーク仮想化技術の実現
・多様な通信方式に対応し、シームレスに通信
サービスを提供するアクセスポイント技術
・変動する通信需要に対応するための、柔軟
に容量の変更ができるアクセス網設計技術及
び基地局制御技術の実現

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、現状のインターネットの技術の延長
では、対応に限界が見えつつあることから、全
く新しい方式を生み出すことが求められてお
り、民間のみによる取組みでは対応に限界が
あることから、国プロとしての取組みもあり得
る。

・多種多様な情報が、リアルタイムに伝
送できる柔軟性のある通信方式

－

・膨大な情報を円滑に伝送できるよ
う、通信ニーズに応じて伝送能力を
振り分けられる、柔軟性のあるネッ
トワーク制御技術

③
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン
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Ⅱ-④

ｄ）オンデマンドなサービス提供を
実現するニーズ把握

ｅ）ライフログ解析による、必要な
サービスの適時提供

ｆ）様々な情報を、誰にも、わかり
やすく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデマンドな
乗り合い交通手段
・デジタルサイネージやユーザー
保有端末への適時の情報提供

・ 日々の買い物や移動などの記
録（ライフログ）の適切な者への
適切な提供による、便利で快適な
サービス享受の実現

・臨場感の高い情報の提示
・自動翻訳や自動要約により、受
け手にわかりやすい情報の提示

情報の完全性、
可要性の確保

・クラウドコンピューティング技術の発展によ
り、情報の保管場所を個々のサービス利用者
は意識することが不要に
・災害時など、必要なときに必要な情報が得ら
れるよう、保管場所の分散の自動化など、情報
の完全性を確保の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

－ － －

様々な場所に
保管された情報
から、必要な情
報を抽出する
技術

・様々な場所に保管された情報から、必要な情
報を現実的な時間内に抽出する技術

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

・多様なニーズに合致する情報
を、リアルタイムに検索する技術

・大量の利用者の履歴情報から、
類例を抽出し、提供すべきサービ
スを推測する技術

－

個々のデータ
から有意な情
報を抽出する
技術

・人の様子の把握など、確実な見守りサービス
の実現
・標識などの自動認識による、人による情報見
落としの補完の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

・表情などから得られる利用者の
感情等を、ニーズと提供情報の
適合度の判断基準として利用

・利用者の現在の情報から、現に
ユーザーがとろうとしている行動
を推測する技術

－

自動学習技術

・大量の蓄積情報との対比により、有意な結論
を得る技術が発展
・自動翻訳技術や、自動要約技術、関連情報
の自動抽出の実現
・医師への問診の支援など、専門家による分
析の支援システムの実現

・ビジネスベースに乗りにくい領域については、
国や国立研究開発法人による、ベースデータ
の収集・提供が必要

・ユーザーの行動から、提供すべ
きサービスの自動判別

多種多様かつ
大量なデータを
統合・解析する
「ビッグデータ」

・様々な状況における、人・モノの移動予測が
可能となることで、人・モノに適切な情報・イン
センティブの提供による、渋滞の（すく）ない快
適な社会の実現
インフラ等の劣化をリアルタイムに予測・把握
することで、効率的かつ効果的なインフラ維持
管理の実現
・健康データの活用による、自動健康診断か
ら、疾病リスク・感染症発生予測に基づく事前
対策など、より健康で居られる社会の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

・過去の履歴に基づく、より適切
なサービスの提供

④
　
処
理
・
分
析
・
制
御
・
蓄
積
等

・ある行動をとろうとしているユー
ザーに対して、提供すべきサービ
スの自動判別

・利用者の属性に応じて、自動翻
訳や自動要約による情報の変換

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン
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Ⅱ-⑤

ｄ）オンデマンドなサービ
ス提供を実現するニーズ
把握

ｅ）ライフログ解析によ
る、必要なサービスの適
時提供

ｆ）様々な情報を、誰に
も、わかりやすく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデ
マンドな乗り合い交通手
段
・デジタルサイネージや
ユーザー保有端末への
適時の情報提供

・ 日々の買い物や移動
などの記録（ライフログ）
の適切な者への適切な
提供による、便利で快適
なサービス享受の実現

・臨場感の高い情報の提
示
・自動翻訳や自動要約に
より、受け手にわかりや
すい情報の提示

臨場感のある
情報の提示

・超高精細映像など、映像の解像度、色分解
能などの向上により、より臨場感のある情報
提示の実現
・併せて、音響についても、多様な位置情報セ
ンサーシステムが発展することにより、より臨
場感のある音響情報提示の実現
・立体映像についても、多視点、多人数への
対応が進むことにより、容易に活用可能に

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

－

・超高精細映像や自然な
立体映像、立体感のある
音響や視覚・聴覚以外の
感覚（振動、温度など）を
利用した、臨場感の高い
情報の提示

多様なユー
ザーインター
フェイス

・メガネ型ディスプレイに代表される新たな
ユーザーインターフェイスが多種多様に出現
・実体験とサイバー空間からの体験を融合し
た新たな体験の実現
・ウェアラブルデバイスや空調などが連携し、
振動や温度、痛みなど、多種多様な感覚を刺
激することによる、新たな体験の実現
・言葉の壁にとらわれることなく、自然な対話
により多様な情報にアクセス可能とするユー
ザーインターフェイスの実現

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

－

ロボットによる
実空間へのア
ウトプット

・ロボット（操作される機器）を用いた、サイ
バー空間から実空間への影響の直接行使（家
から１０ｍ離れると自動的にロックされる鍵な
ど）の実現
・映像だけでなく、人に類似した形状のロボット
を用いた、相手への臨場感の提供の実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・サービス提供手段とし
ての、実空間へのアウト
プット（オンデマンドバス
の配送など）

・サービス提供手段とし
ての、実空間へのアウト
プット（オンデマンドバス
の配送など）

ロボットやエー
ジェント技術に
よるインタラク
ティブサービス

・ロボットを用いることで、通信の相手方に対
し、高い臨場感の付与の実現
・ロボットやエージェント技術を用いることで、
満足感の高いサービスの実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・利用者との自動的なや
り取りを通じた、より適切
なサービスの選択、提示

－
・利用者との自動的なや
り取りを通じた、利用者
属性の把握

⑤
　
提
示

・映像、音声、振動などを
組み合わせた、より自然
でわかりやすい情報提示
・音声認識などを活用し
た、自然なインターフェイ
スによるサービス要求

・「画面」だけでなく、室内
環境の変化や、利用者
の近くの直接刺激、実空
間への情報投影など、多
様な提示装置による、情
報提示

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基
礎技術の研究開発については、領
域を問わず、国としての支援・国立
研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン
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Ⅱ-⑥

ｄ）オンデマンドなサービス
提供を実現するニーズ把握

ｅ）ライフログ解析による、必
要なサービスの適時提供

ｆ）様々な情報を、誰にも、わ
かりやすく提供

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ ニーズに応じたオンデマ
ンドな乗り合い交通手段
・デジタルサイネージや
ユーザー保有端末への適
時の情報提供

・ 日々の買い物や移動など
の記録（ライフログ）の適切
な者への適切な提供によ
る、便利で快適なサービス
享受の実現

・臨場感の高い情報の提示
・自動翻訳や自動要約によ
り、受け手にわかりやすい
情報の提示

情報の取得か
ら提供まで、一
貫した認証の
提供

・多様な通信環境において、適切な本人確認
技術の実現
・証明書等の発行・無効化に関する公的な保
証の確立

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・証明書等にかかる公的機関の役割の
検討

情報の改ざん
や漏洩を防ぐと
ともに、情報の
完全性を証明

・より強固な、暗号技術（伝送時用及び保存時
用）の実現
・現状の暗号と同等の強固さを維持しつつ、よ
り軽い暗号技術（同上）の実現
・原理的に盗聴・傍受が不可能となる、量子鍵
配送技術の実現（ファイバー／空間）

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

故意の妨害行
為や、操作過
誤からシステ
ム・サービスを
守るフェイル
セーフ技術

・サイバー攻撃の悪影響を排除すべく、情報
通信システムの高度化
・システムの異常検知技術、事故からの復旧
技術などの高度化

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

個々の技術及
びトータルシス
テムに対する安
全性の客観的
な評価

・個々の技術に対する評価・認証の実現
・様々な技術を統合した機器やシステムの解
析・評価システムの実現

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討

プライバシーを
含む情報保護

・情報提供者が期待する情報を保護する技術
の実現
・情報の保護にかかる機器やシステムの認証
の実現
・情報活用とプライバシー保護を両立する
データ取り扱いルールの確立
・これらにより、情報のオープン化も容易に

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討
・情報利用ルールの検討

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術

⑥
　
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

（
安
心
安
全
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
実
現

）

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技
術の研究開発については、領域を問わ
ず、国としての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅱ　ＩＣＴスマートタウン
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Ⅲ-①

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによ
る健康的な生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、
どこからでも、どこへでも
社会参画できる、極めて
臨場感の高い（超高精
細、３D、触覚通信などを
実現した）テレワーク環
境の整備

・ 医療機関や介護施設
などが、在宅者の体調
を、遠隔からリアルタイム
に把握可能とするセン
サー群及び分析システ
ムの提供
・在宅医療を実現する、
遠隔診断システム（可能
であれば遠隔診療システ
ム）の提供

・ 脳情報通信技術など
による、効果的なリハビ
リテーション医療の提供

既存のセン
サー

・画像素子については、すでに素子のサイズが光の波
長と同程度に（小型化の限界）。今後は、多素子化、色
空間の高分解能化、高感度化や波長域の拡大（近赤
外、遠赤外や紫外）など、人の目の代わりではなく、セン
サーとして発展
・その他、音響、温度、気圧、振動、湿度、粒子（ＰＭ２．
５やほこり、花粉など）など、多種多様なセンサー素子が
存在。これらについても、小型化、省電力化などが進展
・これらがウェアラブルになることで、人の健康データに
ついてもリアルタイム収集が容易に

・センサーそのものの開発について
は、民間の取り組みが主
・実証実験を通じた要求仕様の明確
化など、システムの利用者として、国
等が主体的取組みをすることを期待

新たなセンサー
・表情の分析や脳情報の測定などにより、サービスが利
用者の期待に沿って提供されているか分析可能に

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

センサーシステ
ム

・位置情報システムについては、ＧＰＳや実用準天頂衛
星システムだけでなく、無線ＬＡＮ等の電波を利用するも
の、電波の反射を利用するものなど、多種多様なシステ
ムが実現
・併せて、相対的な位置を測定するレーダについても、よ
り精緻な位置情報や移動状況、測定対象の状況など、
多様な情報の把握の実現
・多様なシステムにより把握・蓄積された情報が、ビッグ
データとして解析されることで、様々な状況の把握の実
現

・準天頂衛星システムのように、社会
の共通基盤となるシステムについて
は、国がサービス提供者になることも
ある
・国がシステムの利用者、サービスの
提供者となる場合には、実証実験を
通じた要求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待

・一般の画像情報だけで
なく、可視光以外の画像
情報や利用者の位置情
報を組み合わせ、利用者
の行動を収集するセン
サーシステム

・画像センサーや、スイッ
チ類の操作記録など、利
用者の様子の把握に利
用可能な機器類をマ
ネージメントするシステム

・多様なセンサーをマ
ネージメントするシステム

新たな人→機
器への入力イ
ンターフェイス
（指示機構）

・会話や動作など、より自然なアクションで機器への指示
ができる、多種多様なインターフェイスの実現

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

・遠隔地で利用者の行動
を再生するために必要な
情報を収集するセンサー

－ －

・脳情報を取得する、装
置しても違和感の低いセ
ンサー
・リハビリテーションが適
切に行われているかを測
定するセンサー
・リハビリテーションの効
果を測定するセンサー

①
情
報
の
取
得

・テレワークに必要とな
る、視覚、聴覚などの情
報を収集するセンサー
・遠隔地で利用者の行動
を再生するために必要な
情報を収集するセンサー

・体調管理に必要となる
バイタルデータを常時計
測する、装着しても違和
感の低いセンサー

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎
技術の研究開発については、領域を
問わず、国としての支援・国立研究開
発法人による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会
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Ⅲ-②

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによる健康的な
生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、ど
こからでも、どこへでも社会
参画できる、極めて臨場感
の高い（超高精細、３D、触
覚通信などを実現した）テレ
ワーク環境の整備

・ 医療機関や介護施設などが、在
宅者の体調を、遠隔からリアルタイ
ムに把握可能とするセンサー群及
び分析システムの提供
・在宅医療を実現する、遠隔診断シ
ステム（可能であれば遠隔診療シス
テム）の提供

・ 脳情報通信技術などによる、効果
的なリハビリテーション医療の提供

大容量のデー
タから必要な情
報のみを抽出
する、認識技術

・画像認識による、人物像や文字、標識等の
抜粋、人や物の状態の認識

・民間の取り組みが主

・一般の画像情報だけでな
く、可視光以外の画像情報
や利用者の位置情報を組
み合わせ、利用者の行動を
認識

・画像センサーや、スイッチ類の操
作記録などから、利用者の行動を
類推
・バイタルデータから、緊急を要す
る特徴的なデータの自動抽出

－

小容量のデー
タを束ね、効率
的に伝送する
技術

・情報のリアルタイム性を踏まえつつ、情報を
（通信、エネルギー両面から）効率的に伝送

・通信システムとの整合性が
求められることから、標準化が
肝要であり、標準化活動への
国の支援が望ましい

－
・バイタルセンサーのデータを、利
用者が身につける情報集約装置
へ、効率的に伝送

－

ニーズに応じた
圧縮技術

・８ｋ映像を代表とする、膨大な情報量を持つ
映像や画像（立体映像を含む）の高圧縮技術
の実現
・ビッグデータ解析などに適用可能な、可逆性
の高い圧縮技術の実現
・センサーの発達に伴い、可視光以外も念頭
に置いた圧縮技術の実現

・無線通信を前提とした場合、
周波数資源の効率的利用に
資することから、国プロとして
の取組みもありうる
・標準化が必須の領域であり、
標準化活動への国の支援が
望ましい

・膨大な情報量を持つ、映
像や画像（立体映像含む）、
音声情報の高圧縮技術
・「人の行動」という新たな
情報の符号化及び圧縮

・バイタルセンサーの情報につい
て、体調を把握する上で必要な情
報を潰さないように圧縮

・多様なセンサーの情報を、分析に
必要な情報を潰さないように圧縮

情報の種別に
応じて、適切
に、暗号化・匿
名化を行う技術

・アクセス制御を含め、情報要求元に応じて適
切な情報を提供
ＴＰＯに応じた暗号化

・社会の要求水準と比して、利
用可能な技術水準が劣る場
合、国プロとしての取組みもあ
りうる

・利用者が提供を同意した
情報のみを、同意先に限っ
て提供（当該同意につい
て、利用者が理解しやすく、
かつ簡便に実施）

・利用者が提供を同意した情報の
みを、同意先に限って提供（当該同
意について、利用者が理解しやす
く、かつ簡便に実施）
・「体調」という極めてセンシティブな
個人情報を扱うことから、他の領域
に比して極めてレベルが高いアクセ
ス制御が必要

・利用者が提供を同意した情報の
みを、同意先に限って提供（当該同
意について、利用者が理解しやす
く、かつ簡便に実施）
・「脳情報」や「リハビリ」という極め
てセンシティブな個人情報を扱うこ
とから、他の領域に比して極めてレ
ベルが高いアクセス制御が必要

利用者の状況
に応じた、情報
の集約や、提
示方法、提示
先の自動選択

・利用者が必要な情報を、その必要度に応じ
て、提示方法や提示先を選定
・膨大な情報を、利用者によりわかりやすく提
示すべく、情報の集約やレイアウトを実施

・デファクトスタンダードによ
り、多様なサービスに多大な
影響を及ぼす可能性が高い
領域であり、集中的な支援が
あり得る

・利用者がまるで現地にい
るかのように感じられるよ
う、多様な情報を、利用者
の所在地にある端末に応じ
て、選択して提示

－ －

②
　
情
報
の
符
号
化
・
復
号
化

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組
み（基礎技術の研究開発につ
いては、領域を問わず、国とし
ての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会
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Ⅲ-③

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによる健康的な
生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、どこからでも、ど
こへでも社会参画できる、極めて臨場感
の高い（超高精細、３D、触覚通信などを
実現した）テレワーク環境の整備

・ 医療機関や介護施設などが、在
宅者の体調を、遠隔からリアルタイ
ムに把握可能とするセンサー群及
び分析システムの提供
・在宅医療を実現する、遠隔診断シ
ステム（可能であれば遠隔診療シス
テム）の提供

・ 脳情報通信技術などによる、効果
的なリハビリテーション医療の提供

比較的近接した
機器間での無
線通信技術

・無圧縮の８ｋ映像（毎秒１００ギガビット級）を
伝送可能な機器間通信の実現
・ウェアラブル端末（センサ含む）間を接続す
る、省エネもしくは高速通信に対応したボ
ディーエリアネットワーク技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要。

・複数の提示装置に対し、それぞれ必要
な情報を伝送する高速伝送技術
・ウェアラブルな提示装置、記録装置を利
用する場合のボディーエリアネットワーク
技術

・バイタルセンサーと利用者が身に
つける情報集約装置をつなぐボ
ディーエリアネットワーク技術

－

機器とホーム
ゲートウェイ等
を接続するため
の無線通信技
術

・数ギガ～数十ギガｂｐｓ級の無線ＬＡＮ技術
（公衆アクセス系も念頭）の実現
・長期間電池の交換が不要、もしくは回収エネ
ルギーのみで動作可能な、極めて低消費電力
な無線通信技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要
・国がシステムの利用者となることが想定され
る場合には、その要求仕様実現のために国プ
ロとしての取組みもありうる。

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の高い
映像・音声信号などを複数伝送可能な、
極めて高速な無線アクセス通信技術

－ －

多様な通信
ニーズを満たす
超高速アクセス
技術

・数ギガｂｐｓ級の無線アクセス技術及び数十
ギガｂｐｓ級の光アクセス技術の実現
・高速な技術だけでなく、低廉にユーザーを収
容可能なアクセス網技術も同時に発展
・８ｋ映像による放送を実現する、大容量放送
方式の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の高い
映像・音声信号などを、多数伝送可能
な、極めて高速なアクセス通信技術

－ －

コア･バックボー
ン

・膨大な通信ニーズを満たす、ファイバー１本
当たり数Ｔｂｐｓの超高速光通信技術

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、日本が強みを有する領域であり、国
際競争力を確保する観点から、引き続き国プ
ロとしての取組みもあり得る

・圧縮後でも膨大となる、臨場感の高い
映像・音声信号などを、極めて多数伝送
可能な、テラｂｐｓ級の通信技術

－ －

ネットワーク制
御技術

・多様なアクセス網をシームレスに収容可能な
有無線統合ネットワーク技術の実現
・多様な通信需要（センサー等小容量かつ多
数の通信需要と、動画配信等大容量かつ比較
的少数の通信需要など）に対し、多様なネット
ワークを組み合わせることで、災害時などで
も、円滑に通信需要に対応可能とする、ネット
ワーク仮想化技術の実現
・多様な通信方式に対応し、シームレスに通信
サービスを提供するアクセスポイント技術
・変動する通信需要に対応するための、柔軟
に容量の変更ができるアクセス網設計技術及
び基地局制御技術の実現

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、現状のインターネットの技術の延長
では、対応に限界が見えつつあることから、全
く新しい方式を生み出すことが求められてお
り、民間のみによる取組みでは対応に限界が
あることから、国プロとしての取組みもあり得
る。

・膨大な情報を円滑に伝送できるよう、通
信ニーズに応じて伝送能力を振り分けら
れる、柔軟性のあるネットワーク制御技
術

・少量のデータが、極めて多数の地
点から頻繁に送信されることに対応
できるよう、通信ニーズに応じて伝
送能力を振り分けられる、柔軟性の
あるネットワーク制御技術

－

③
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会
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Ⅲ-④

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによる健康的
な生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、どこから
でも、どこへでも社会参画できる、
極めて臨場感の高い（超高精細、
３D、触覚通信などを実現した）テ
レワーク環境の整備

・ 医療機関や介護施設などが、
在宅者の体調を、遠隔からリアル
タイムに把握可能とするセンサー
群及び分析システムの提供
・在宅医療を実現する、遠隔診断
システム（可能であれば遠隔診療
システム）の提供

・ 脳情報通信技術などによる、効
果的なリハビリテーション医療の
提供

情報の完全性、
可要性の確保

・クラウドコンピューティング技術の発展によ
り、情報の保管場所を個々のサービス利用者
は意識することが不要に
・災害時など、必要なときに必要な情報が得ら
れるよう、保管場所の分散の自動化など、情報
の完全性を確保の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

－
・遠隔診断、遠隔診療を行う場
合、極めて完全性、可用性の高
い通信方式

－

様々な場所に
保管された情報
から、必要な情
報を抽出する
技術

・様々な場所に保管された情報から、必要な情
報を現実的な時間内に抽出する技術

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

－ － －

個々のデータ
から有意な情
報を抽出する
技術

・人の様子の把握など、確実な見守りサービス
の実現
・標識などの自動認識による、人による情報見
落としの補完の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

－
・画像データなどから、人の様子
を把握。確実な見守りや異常検
知を実現。

－

自動学習技術

・大量の蓄積情報との対比により、有意な結論
を得る技術が発展
・自動翻訳技術や、自動要約技術、関連情報
の自動抽出の実現
・医師への問診の支援など、専門家による分
析の支援システムの実現

・ビジネスベースに乗りにくい領域については、
国や国立研究開発法人による、ベースデータ
の収集・提供が必要

－

多種多様かつ
大量なデータを
統合・解析する
「ビッグデータ」

・様々な状況における、人・モノの移動予測が
可能となることで、人・モノに適切な情報・イン
センティブの提供による、渋滞の（すく）ない快
適な社会の実現
インフラ等の劣化をリアルタイムに予測・把握
することで、効率的かつ効果的なインフラ維持
管理の実現
・健康データの活用による、自動健康診断か
ら、疾病リスク・感染症発生予測に基づく事前
対策など、より健康で居られる社会の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

－

④
　
処
理
・
分
析
・
制
御
・
蓄
積
等 ・多数の健康データとの比較によ

る、利用者の体調の詳細の把握
・多数の健康データの分析に基
づく、疾病リスク予測などによる
事前対策の提案
・複数の利用者の体調の横断的
分析による、伝染病発生の早期
把握及びその対策の提案

・多数の脳情報計測結果との比
較により、簡易なセンサーによる
取得データから、詳細なほう活動
状況を推測

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会
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Ⅲ-⑤

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによ
る健康的な生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、
どこからでも、どこへでも
社会参画できる、極めて
臨場感の高い（超高精
細、３D、触覚通信などを
実現した）テレワーク環
境の整備

・ 医療機関や介護施設
などが、在宅者の体調
を、遠隔からリアルタイム
に把握可能とするセン
サー群及び分析システム
の提供
・在宅医療を実現する、
遠隔診断システム（可能
であれば遠隔診療システ
ム）の提供

・ 脳情報通信技術などに
よる、効果的なリハビリ
テーション医療の提供

臨場感のある
情報の提示

・超高精細映像など、映像の解像度、色分解
能などの向上により、より臨場感のある情報
提示の実現
・併せて、音響についても、多様な位置情報セ
ンサーシステムが発展することにより、より臨
場感のある音響情報提示の実現
・立体映像についても、多視点、多人数への
対応が進むことにより、容易に活用可能に

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・超高精細映像や自然な
立体映像、立体感のある
音響や視覚・聴覚以外の
感覚（振動、温度など）を
利用した、臨場感の高い
情報の提示

－ －

多様なユー
ザーインター
フェイス

・メガネ型ディスプレイに代表される新たな
ユーザーインターフェイスが多種多様に出現
・実体験とサイバー空間からの体験を融合し
た新たな体験の実現
・ウェアラブルデバイスや空調などが連携し、
振動や温度、痛みなど、多種多様な感覚を刺
激することによる、新たな体験の実現
・言葉の壁にとらわれることなく、自然な対話
により多様な情報にアクセス可能とするユー
ザーインターフェイスの実現

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・「画面」だけでなく、室内
環境の変化や、利用者
の近くの直接刺激、実空
間への情報投影など、多
様な提示装置による、情
報提示

－ －

ロボットによる
実空間へのア
ウトプット

・ロボット（操作される機器）を用いた、サイ
バー空間から実空間への影響の直接行使（家
から１０ｍ離れると自動的にロックされる鍵な
ど）の実現
・映像だけでなく、人に類似した形状のロボット
を用いた、相手への臨場感の提供の実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・「画面」だけでなく、室内
環境の変化や、利用者
の近くの直接刺激、実空
間への情報投影など、多
様な提示装置による、情
報提示
・利用者の行動をロボット
を通じて遠隔地で再現

・遠隔診断、遠隔診療の
場合、診察側からのセン
サーの操作等

－

ロボットやエー
ジェント技術に
よるインタラク
ティブサービス

・ロボットを用いることで、通信の相手方に対
し、高い臨場感の付与の実現
・ロボットやエージェント技術を用いることで、
満足感の高いサービスの実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

－
・遠隔診断、遠隔診療に
おける問診等に対する支
援

－

⑤
　
提
示

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基
礎技術の研究開発については、領
域を問わず、国としての支援・国立
研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会
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Ⅲ-⑥

ｇ）高齢者の社会参画 ｈ）遠隔ヘルスケア
ｉ）効果的なリハビリによる健
康的な生活の持続

…

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 高齢者が自宅を含め、ど
こからでも、どこへでも社会
参画できる、極めて臨場感
の高い（超高精細、３D、触
覚通信などを実現した）テレ
ワーク環境の整備

・ 医療機関や介護施設など
が、在宅者の体調を、遠隔
からリアルタイムに把握可
能とするセンサー群及び分
析システムの提供
・在宅医療を実現する、遠
隔診断システム（可能であ
れば遠隔診療システム）の
提供

・ 脳情報通信技術などによ
る、効果的なリハビリテー
ション医療の提供

情報の取得か
ら提供まで、一
貫した認証の
提供

・多様な通信環境において、適切な本人確認
技術の実現
・証明書等の発行・無効化に関する公的な保
証の確立

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・証明書等にかかる公的機関の役割の
検討

情報の改ざん
や漏洩を防ぐと
ともに、情報の
完全性を証明

・より強固な、暗号技術（伝送時用及び保存時
用）の実現
・現状の暗号と同等の強固さを維持しつつ、よ
り軽い暗号技術（同上）の実現
・原理的に盗聴・傍受が不可能となる、量子鍵
配送技術の実現（ファイバー／空間）

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

故意の妨害行
為や、操作過
誤からシステ
ム・サービスを
守るフェイル
セーフ技術

・サイバー攻撃の悪影響を排除すべく、情報
通信システムの高度化
・システムの異常検知技術、事故からの復旧
技術などの高度化

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

個々の技術及
びトータルシス
テムに対する安
全性の客観的
な評価

・個々の技術に対する評価・認証の実現
・様々な技術を統合した機器やシステムの解
析・評価システムの実現

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討

プライバシーを
含む情報保護

・情報提供者が期待する情報を保護する技術
の実現
・情報の保護にかかる機器やシステムの認証
の実現
・情報活用とプライバシー保護を両立する
データ取り扱いルールの確立
・これらにより、情報のオープン化も容易に

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討
・情報利用ルールの検討

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術（「体調」という
極めてセンシティブな個人
情報を扱うことから、他の領
域に比して極めて高いセ
キュリティレベルが必要）
・遠隔診療などに当たって
は、ホン領域の中でも特に
高いフェイルセーフ技術が
必要

・利用者の情報（利用者か
らの収集する情報、利用者
への提供するサービスの情
報の双方）を窃取されない
ための技術（「脳情報」とい
う極めてセンシティブな個人
情報を扱うことから、他の領
域に比して極めて高いセ
キュリティレベルが必要）

⑥
　
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

（
安
心
安
全
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
実
現

）

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技
術の研究開発については、領域を問わ
ず、国としての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅲ　高齢者が明るく元気に生活できる社会
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Ⅳ-①

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況
（交通量、信号の状況や
通行の可否、路面の状
況など）についてリアルタ
イムに把握し、歩行者や
自動車などに、必要な情
報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、そ
れぞれの位置や取って
いる（取る予定である）行
動にかかる情報を、周囲
の歩行者や自動車に提
供
・事故に繋がる危険性が
ある場合には、車の自動
停止などの回避行動を
自動的に実施

・ 自動車は、提供された
情報や、自らに搭載され
たセンサーによる情報を
元に、速度や進行方向な
どを自律的に決定（自動
運転の実現）

既存のセン
サー

・画像素子については、すでに素子のサイズが光の波
長と同程度に（小型化の限界）。今後は、多素子化、色
空間の高分解能化、高感度化や波長域の拡大（近赤
外、遠赤外や紫外）など、人の目の代わりではなく、セン
サーとして発展
・その他、音響、温度、気圧、振動、湿度、粒子（ＰＭ２．
５やほこり、花粉など）など、多種多様なセンサー素子が
存在。これらについても、小型化、省電力化などが進展
・これらがウェアラブルになることで、人の健康データに
ついてもリアルタイム収集が容易に

・センサーそのものの開発について
は、民間の取り組みが主
・実証実験を通じた要求仕様の明確
化など、システムの利用者として、国
等が主体的取組みをすることを期待

新たなセンサー
・表情の分析や脳情報の測定などにより、サービスが利
用者の期待に沿って提供されているか分析可能に

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

センサーシステ
ム

・位置情報システムについては、ＧＰＳや実用準天頂衛
星システムだけでなく、無線ＬＡＮ等の電波を利用するも
の、電波の反射を利用するものなど、多種多様なシステ
ムが実現
・併せて、相対的な位置を測定するレーダについても、よ
り精緻な位置情報や移動状況、測定対象の状況など、
多様な情報の把握の実現
・多様なシステムにより把握・蓄積された情報が、ビッグ
データとして解析されることで、様々な状況の把握の実
現

・準天頂衛星システムのように、社会
の共通基盤となるシステムについて
は、国がサービス提供者になることも
ある
・国がシステムの利用者、サービスの
提供者となる場合には、実証実験を
通じた要求仕様の明確化など主体的
取組みをすることを期待

・それぞれの装置が自ら
発する情報と、車載セン
サーや観測カメラなどで
集められた情報を集約
し、ひとつのシステムとし
て運用

同左 同左

新たな人→機
器への入力イ
ンターフェイス
（指示機構）

・会話や動作など、より自然なアクションで機器への指示
ができる、多種多様なインターフェイスの実現

・国がシステムの利用者となる場合に
は、実証実験を通じた要求仕様の明
確化など主体的取組みをすることを期
待

・人や車の行動や位置そ
のものも、指示機構とし
て利用

同左 同左

・交通量や周辺状況を把
握するための多様なセン
サーの実用化・低廉化
（車や信号機などが自ら
方法を発するものと、車
載センサーや観測カメラ
などで情報を取得するも
のの双方が存在）

同左 同左

①
情
報
の
取
得

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎
技術の研究開発については、領域を
問わず、国としての支援・国立研究開
発法人による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会
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Ⅳ-②

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況（交通
量、信号の状況や通行の可
否、路面の状況など）につ
いてリアルタイムに把握し、
歩行者や自動車などに、必
要な情報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、それぞれの
位置や取っている（取る予定であ
る）行動にかかる情報を、周囲の歩
行者や自動車に提供
・事故に繋がる危険性がある場合
には、車の自動停止などの回避行
動を自動的に実施

・ 自動車は、提供された情報や、自
らに搭載されたセンサーによる情報
を元に、速度や進行方向などを自
律的に決定（自動運転の実現）

大容量のデー
タから必要な情
報のみを抽出
する、認識技術

・画像認識による、人物像や文字、標識等の
抜粋、人や物の状態の認識

・民間の取り組みが主
・車載カメラから、標識や他
の車、歩行者、路面の状況
などを認識

同左 同左

小容量のデー
タを束ね、効率
的に伝送する
技術

・情報のリアルタイム性を踏まえつつ、情報を
（通信、エネルギー両面から）効率的に伝送

・通信システムとの整合性が
求められることから、標準化が
肝要であり、標準化活動への
国の支援が望ましい

・車という高速で移動するモ
ノにかかる情報であることを
前提にした、リアルタイム性
の高い情報収集

同左 同左

ニーズに応じた
圧縮技術

・８ｋ映像を代表とする、膨大な情報量を持つ
映像や画像（立体映像を含む）の高圧縮技術
の実現
・ビッグデータ解析などに適用可能な、可逆性
の高い圧縮技術の実現
・センサーの発達に伴い、可視光以外も念頭
に置いた圧縮技術の実現

・無線通信を前提とした場合、
周波数資源の効率的利用に
資することから、国プロとして
の取組みもありうる
・標準化が必須の領域であり、
標準化活動への国の支援が
望ましい

・車という高速で移動するモ
ノにかかる情報であることを
前提にした、リアルタイム性
の高い圧縮技術

同左 同左

情報の種別に
応じて、適切
に、暗号化・匿
名化を行う技術

・アクセス制御を含め、情報要求元に応じて適
切な情報を提供
ＴＰＯに応じた暗号化

・社会の要求水準と比して、利
用可能な技術水準が劣る場
合、国プロとしての取組みもあ
りうる

・悪意の者にセンサーデー
タを窃取されないためのア
クセス制御、暗号化

同左 同左

利用者の状況
に応じた、情報
の集約や、提
示方法、提示
先の自動選択

・利用者が必要な情報を、その必要度に応じ
て、提示方法や提示先を選定
・膨大な情報を、利用者によりわかりやすく提
示すべく、情報の集約やレイアウトを実施

・デファクトスタンダードによ
り、多様なサービスに多大な
影響を及ぼす可能性が高い
領域であり、集中的な支援が
あり得る

・運転者や歩行者など、情
報提示に注目できない利用
者への情報提示であること
を前提とした、情報提示方
法の選択

同左（状況によっては、自動操作が
選択肢に追加）

同左（自動操作が選択肢に追加）

②
　
情
報
の
符
号
化
・
復
号
化

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組
み（基礎技術の研究開発につ
いては、領域を問わず、国とし
ての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会
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Ⅳ-③

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況（交通量、信号の
状況や通行の可否、路面の状況など）に
ついてリアルタイムに把握し、歩行者や
自動車などに、必要な情報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、それぞれの
位置や取っている（取る予定であ
る）行動にかかる情報を、周囲の歩
行者や自動車に提供
・事故に繋がる危険性がある場合
には、車の自動停止などの回避行
動を自動的に実施

・ 自動車は、提供された情報や、自
らに搭載されたセンサーによる情報
を元に、速度や進行方向などを自
律的に決定（自動運転の実現）

比較的近接した
機器間での無
線通信技術

・無圧縮の８ｋ映像（毎秒１００ギガビット級）を
伝送可能な機器間通信の実現
・ウェアラブル端末（センサ含む）間を接続す
る、省エネもしくは高速通信に対応したボ
ディーエリアネットワーク技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要。

・自動車内の多種・多量な情報を効率的
に集約する、ノイズ体制の強い無線通信
技術

同左 同左

機器とホーム
ゲートウェイ等
を接続するため
の無線通信技
術

・数ギガ～数十ギガｂｐｓ級の無線ＬＡＮ技術
（公衆アクセス系も念頭）の実現
・長期間電池の交換が不要、もしくは回収エネ
ルギーのみで動作可能な、極めて低消費電力
な無線通信技術の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要
・国がシステムの利用者となることが想定され
る場合には、その要求仕様実現のために国プ
ロとしての取組みもありうる。

・歩行者や道路等の情報を効率的かつ
廉価に収集するアクセス系

同左 同左

多様な通信
ニーズを満たす
超高速アクセス
技術

・数ギガｂｐｓ級の無線アクセス技術及び数十
ギガｂｐｓ級の光アクセス技術の実現
・高速な技術だけでなく、低廉にユーザーを収
容可能なアクセス網技術も同時に発展
・８ｋ映像による放送を実現する、大容量放送
方式の実現

・所要の周波数割り当ての実現
・割り当て可能な周波数大域での実現の観点
から、国プロとしての取組みもありうる
・混信を防ぐ観点から、標準化が必須の領域
であり、国による支援が必要

・高速で移動する車の情報をリアルタイ
ムに収集するとともに、必要な情報を車
へ伝送する無線アクセス技術
・歩行者や道路等の情報を効率的かつ
低廉に収集する無線アクセス技術

同左 同左

コア･バックボー
ン

・膨大な通信ニーズを満たす、ファイバー１本
当たり数Ｔｂｐｓの超高速光通信技術

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、日本が強みを有する領域であり、国
際競争力を確保する観点から、引き続き国プ
ロとしての取組みもあり得る

・様々な情報をリアルタイム性を持って伝
送できる超高速通信技術

同左 同左

ネットワーク制
御技術

・多様なアクセス網をシームレスに収容可能な
有無線統合ネットワーク技術の実現
・多様な通信需要（センサー等小容量かつ多
数の通信需要と、動画配信等大容量かつ比較
的少数の通信需要など）に対し、多様なネット
ワークを組み合わせることで、災害時などで
も、円滑に通信需要に対応可能とする、ネット
ワーク仮想化技術の実現
・多様な通信方式に対応し、シームレスに通信
サービスを提供するアクセスポイント技術
・変動する通信需要に対応するための、柔軟
に容量の変更ができるアクセス網設計技術及
び基地局制御技術の実現

・国際標準化が必須の領域であり、国による
支援が必要
・併せて、現状のインターネットの技術の延長
では、対応に限界が見えつつあることから、全
く新しい方式を生み出すことが求められてお
り、民間のみによる取組みでは対応に限界が
あることから、国プロとしての取組みもあり得
る。

・極めてリアルタイム性が高く、相応に大
容量かつ多数のデータを安定的に伝送
できる、柔軟性のあるネットワーク制御技
術

同左 同左

③
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会
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Ⅳ-④

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況（交通量、
信号の状況や通行の可否、路面
の状況など）についてリアルタイ
ムに把握し、歩行者や自動車な
どに、必要な情報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、それぞれ
の位置や取っている（取る予定で
ある）行動にかかる情報を、周囲
の歩行者や自動車に提供
・事故に繋がる危険性がある場
合には、車の自動停止などの回
避行動を自動的に実施

・ 自動車は、提供された情報や、
自らに搭載されたセンサーによる
情報を元に、速度や進行方向な
どを自律的に決定（自動運転の
実現）

情報の完全性、
可要性の確保

・クラウドコンピューティング技術の発展によ
り、情報の保管場所を個々のサービス利用者
は意識することが不要に
・災害時など、必要なときに必要な情報が得ら
れるよう、保管場所の分散の自動化など、情報
の完全性を確保の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

・虚偽の情報により社会が混乱す
るおそれがあることから、高い完
全性が要求される

・同左
・事故を未然に防ぐための情報に
ついては、極めて高い完全性、可
用性が必要

・同左
・車の自動運転を実現するために
必要な情報については、極めて
高い完全性、可用性が必要

様々な場所に
保管された情報
から、必要な情
報を抽出する
技術

・様々な場所に保管された情報から、必要な情
報を現実的な時間内に抽出する技術

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待
・災害時への対応など、純粋なビジネスベース
では対応困難な領域については、国プロとして
の取組みもあり得る。

－ － －

個々のデータ
から有意な情
報を抽出する
技術

・人の様子の把握など、確実な見守りサービス
の実現
・標識などの自動認識による、人による情報見
落としの補完の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

・多様なセンサーの情報から、車
や人の周囲の状況について把握

同左 同左

自動学習技術

・大量の蓄積情報との対比により、有意な結論
を得る技術が発展
・自動翻訳技術や、自動要約技術、関連情報
の自動抽出の実現
・医師への問診の支援など、専門家による分
析の支援システムの実現

・ビジネスベースに乗りにくい領域については、
国や国立研究開発法人による、ベースデータ
の収集・提供が必要

多種多様かつ
大量なデータを
統合・解析する
「ビッグデータ」

・様々な状況における、人・モノの移動予測が
可能となることで、人・モノに適切な情報・イン
センティブの提供による、渋滞の（すく）ない快
適な社会の実現
インフラ等の劣化をリアルタイムに予測・把握
することで、効率的かつ効果的なインフラ維持
管理の実現
・健康データの活用による、自動健康診断か
ら、疾病リスク・感染症発生予測に基づく事前
対策など、より健康で居られる社会の実現

・国がシステムの利用者、サービスの提供者と
なる場合には、実証実験を通じた要求仕様の
明確化など主体的取組みをすることを期待

同左（全ての分析について、高い
リアルタイム性を持って実施）

④
　
処
理
・
分
析
・
制
御
・
蓄
積
等

・多数の車や人、道路にかかる情
報を相互に分析することで、それ
ぞれが必要とする情報を適切に
抽出
・併せて、それぞれの車や人がと
るべき行動を提案

同左（事故にかかる分析は、高い
リアルタイム性を持って実施）

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技術の研
究開発については、領域を問わず、国としての
支援・国立研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会
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Ⅳ-⑤

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況
（交通量、信号の状況や
通行の可否、路面の状
況など）についてリアルタ
イムに把握し、歩行者や
自動車などに、必要な情
報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、そ
れぞれの位置や取ってい
る（取る予定である）行動
にかかる情報を、周囲の
歩行者や自動車に提供
・事故に繋がる危険性が
ある場合には、車の自動
停止などの回避行動を
自動的に実施

・ 自動車は、提供された
情報や、自らに搭載され
たセンサーによる情報を
元に、速度や進行方向な
どを自律的に決定（自動
運転の実現）

臨場感のある
情報の提示

・超高精細映像など、映像の解像度、色分解
能などの向上により、より臨場感のある情報
提示の実現
・併せて、音響についても、多様な位置情報セ
ンサーシステムが発展することにより、より臨
場感のある音響情報提示の実現
・立体映像についても、多視点、多人数への
対応が進むことにより、容易に活用可能に

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

－ － －

多様なユー
ザーインター
フェイス

・メガネ型ディスプレイに代表される新たな
ユーザーインターフェイスが多種多様に出現
・実体験とサイバー空間からの体験を融合し
た新たな体験の実現
・ウェアラブルデバイスや空調などが連携し、
振動や温度、痛みなど、多種多様な感覚を刺
激することによる、新たな体験の実現
・言葉の壁にとらわれることなく、自然な対話
により多様な情報にアクセス可能とするユー
ザーインターフェイスの実現

・デファクトスタンダードにより、多様
なサービスに多大な影響を及ぼす
可能性が高い領域であり、集中的
な支援があり得る
・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・車の運転者や歩行者な
ど、提示情報を注視でき
ないことを前提とした、多
様なインターフェイスによ
る情報の提示

同左 同左

ロボットによる
実空間へのア
ウトプット

・ロボット（操作される機器）を用いた、サイ
バー空間から実空間への影響の直接行使（家
から１０ｍ離れると自動的にロックされる鍵な
ど）の実現
・映像だけでなく、人に類似した形状のロボット
を用いた、相手への臨場感の提供の実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・状況に応じ、自動車そ
のものが自動対応

同左 同左

ロボットやエー
ジェント技術に
よるインタラク
ティブサービス

・ロボットを用いることで、通信の相手方に対
し、高い臨場感の付与の実現
・ロボットやエージェント技術を用いることで、
満足感の高いサービスの実現

・普及のためには、標準化が肝要で
あり、標準化活動への国の支援が
望ましい

・車の運転者や歩行者な
ど、提示情報を注視でき
ないことを前提とした、イ
ンタラクティブな情報の提
示

同左 同左

⑤
　
提
示

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基
礎技術の研究開発については、領
域を問わず、国としての支援・国立
研究開発法人による取組みが必
要）

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会
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Ⅳ-⑥

ｊ）渋滞のない社会 ｋ）事故の無い社会 ｌ）車の自動運転 …

技
術
分
野

個々の技術 技術トレンド

・ 交通インフラの状況（交通
量、信号の状況や通行の可
否、路面の状況など）につ
いてリアルタイムに把握し、
歩行者や自動車などに、必
要な情報を即時に提供

・ 歩行者や自動車は、それ
ぞれの位置や取っている
（取る予定である）行動にか
かる情報を、周囲の歩行者
や自動車に提供
・事故に繋がる危険性があ
る場合には、車の自動停止
などの回避行動を自動的に
実施

・ 自動車は、提供された情
報や、自らに搭載されたセ
ンサーによる情報を元に、
速度や進行方向などを自律
的に決定（自動運転の実
現）

情報の取得か
ら提供まで、一
貫した認証の
提供

・多様な通信環境において、適切な本人確認
技術の実現
・証明書等の発行・無効化に関する公的な保
証の確立

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・証明書等にかかる公的機関の役割の
検討

情報の改ざん
や漏洩を防ぐと
ともに、情報の
完全性を証明

・より強固な、暗号技術（伝送時用及び保存時
用）の実現
・現状の暗号と同等の強固さを維持しつつ、よ
り軽い暗号技術（同上）の実現
・原理的に盗聴・傍受が不可能となる、量子鍵
配送技術の実現（ファイバー／空間）

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

故意の妨害行
為や、操作過
誤からシステ
ム・サービスを
守るフェイル
セーフ技術

・サイバー攻撃の悪影響を排除すべく、情報
通信システムの高度化
・システムの異常検知技術、事故からの復旧
技術などの高度化

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る

個々の技術及
びトータルシス
テムに対する安
全性の客観的
な評価

・個々の技術に対する評価・認証の実現
・様々な技術を統合した機器やシステムの解
析・評価システムの実現

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討

プライバシーを
含む情報保護

・情報提供者が期待する情報を保護する技術
の実現
・情報の保護にかかる機器やシステムの認証
の実現
・情報活用とプライバシー保護を両立する
データ取り扱いルールの確立
・これらにより、情報のオープン化も容易に

・社会の要求水準と比して、利用可能な
技術水準が劣る場合、国プロとしての取
組みもありうる
・更に国も利用者である中、将来自らが
利用することを念頭に、国プロとしての取
組みもあり得る
・認証等にかかる公的機関の役割の検
討
・情報利用ルールの検討

中間答申におけるパイロットプロジェクト
Ⅳ　交通事故も渋滞もない社会

資料１２－３における記載

当該技術にかかる国の取組み（基礎技
術の研究開発については、領域を問わ
ず、国としての支援・国立研究開発法人
による取組みが必要）

⑥
　
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

（
安
心
安
全
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
実
現

）

・センサーデータを窃取され
ないための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされな
い技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術

・センサーデータを窃取され
ないための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされな
い技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術

・センサーデータを窃取され
ないための技術
・伝送経路において、セン
サーデータを改ざんされな
い技術
・保存しているデータを改ざ
んされない技術
・保存しているデータを喪失
出しない技術
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